
　民間企業による地方創生とは？地域課題を企業の経営力で解決するSDGsの取り組みが全国で拡がりつつ
あります。今回の九州教具グループは、正にその先駆けとなる活動成果から「第12回 地域再生大賞」を受賞。
SDGs活動から事業利益を上げている点も高く評価され、特別賞「SDGs企業賞」として表彰されました。

シンワラボ 株式会社　代表取締役　加藤 シゲキ

SDGsから見える
10年後の会社の未来

第3回　九州教具グループ 九州教具 株式会社
きゅうしゅうきょうぐす

る
ウ
エ
ル
ネ
ス
事
業
部
を
置
く
。そ
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）を
核
に
オ
フ
ィ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
行
う
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

と
長
崎
県
下
に
４
つ
の
ホ
テ
ル
を
運
営
す
る
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ

ホ
テ
ル
ズ
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ホ
テ
ル

ズ
株
式
会
社
は
、長
崎
市
内
で
ホ
テ
ル
ク
オ
ー
レ
長
崎

駅
前
・ホ
テ
ル
ウ
イ
ン
グ
ポ
ー
ト
長
崎
・ホ
テ
ル
ベ
ル

ビ
ュ
ー
長
崎
出
島
の
３
ホ
テ
ル
、そ
し
て
、長
崎
県
波
佐

見
町
で
ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見
を
運
営
す
る
。

（
※
１
）「
愛
の
鉛
筆
」と
い
う
刻
印
入
り
鉛
筆
を
販
売
し
、そ
の
益

金
を
点
字
図
書
館
の
建
設
資
金
や
点
字
図
書
・
補
聴
器

な
ど
の
購
入
資
金
に
充
て
る
た
め
の
募
金
活
動
。

（
※
２
）ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
長
崎
は
、本
社
敷
地
内
の
自
社
プ
ラ
ン

ト
で
地
下
水
を
採
水
す
る
。乳
幼
児
で
も
飲
め
る
ミ
ネ
ラ

ル
バ
ラ
ン
ス
に
調
整
。安
全
安
心
な
飲
料
水
を
自
社
配
送

で
提
供
し
て
い
る
。

　
１
９
４
６
年
、創
業
者
・ほ
ん 

だ  

か 

す
え

本
田
嘉
末
が
長
崎
県
大

村
市
中
諏
訪
で
本
田
文
具
店
を
開
業
。１
９
５
０

年
、視
覚
障
が
い
者
の
読
書
及
び
教
育
環
境
の
改
善

を
目
的
と
す
る「
愛
の
鉛
筆
」運
動（
※
１
）が
福
岡
盲

学
校
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。同
年
、本
田
文
具
店
は

同
運
動
支
援
の
た
め
、九
州
教
具
株
式
会
社
へ
組
織

変
更
し
、鉛
筆
の
発
注
、卸
売
を
一
手
に
担
う
。「
愛

の
鉛
筆
」運
動
は
約
５
年
間
続
き
、一
都
二
府
十
五

県
の
全
国
へ
広
が
っ
た
。

　
戦
前
・
戦
中
は
学
校
長
を
務
め
教
育
者
で
あ
っ
た

創
業
者
は
、社
是「
誠
実
に
し
て 

正
確
を
旨
と
し 

社

会
に
貢
献
す
べ
し
」を
掲
げ
、事
業
家
と
し
て
教
育
に

関
わ
り
、社
会
貢
献
を
目
指
し
た
。以
後
70
年
を
経

て
、九
州
教
具
株
式
会
社
は
事
業
を
拡
大
、長
崎
県

一
円
か
ら
福
岡
県
へ
も
進
出
す
る
。

　
２
０
２
１
年
８
月
、各
事
業
部
を
再
編
し
、各
法
人

化
し
て
３
社
体
制
と
な
る
。九
州
教
具
株
式
会
社
に

は
、グ
ル
ー
プ
統
括
機
能
の
事
業
統
括
部
と
事
業
開

発
部
、そ
し
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
長
崎（
※
２
）を
運
営

（
※
３
）Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営（C

reating Shared V
alue

）経
営
戦

略
論
の
大
家
マ
イ
ケ
ル・ポ
ー
タ
ー
と
マ
ー
ク・ク
ラ
マ
ー
が

発
表
。Ｃ
Ｓ
Ｖ
は
社
会
貢
献
と
利
益
追
求
を
両
立
。事
業

経
営
か
ら
社
会
課
題
を
解
決
し
、利
潤
を
追
求
す
る
戦

略
的
な
経
営
理
論
と
な
っ
て
い
る
。

（
※
４
）パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
は
、そ
の
時
代
や
分
野
に
お
い
て
当

然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
認
識
や
思
想
、社
会
全
体

の
価
値
観
な
ど
が
革
命
的・劇
的
に
変
化
す
る
こ
と
。

　
船
橋
社
長
が
経
営
の
根
幹
に
据
え
て
い
る
の
は
、

Ｃ
Ｓ
Ｖ（
※
３
）（
共
有
価
値
の
創
出
）で
あ
る
。２
０
１
１

年
に
発
表
さ
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
理
論
。創
業
以
来
の

社
是〝
社
会
に
貢
献
す
べ
し
〞の
正
し
さ
が
学
問
的
に

も
証
明
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。そ
の
後
２
０
１
５
年
、

国
連
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
宣
言
が
行
わ
れ
、持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
へ
向
け
、様
々
な
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み

が
世
界
中
で
一
気
に
広
が
る
。

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
で
は
、Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
の
一
環

と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
取
り
入
れ
、活
動
を
開
始
す
る
。

ま
た
船
橋
社
長
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
、資
本
主
義
や
共
産

主
義
に
続
く
、新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
誕
生
で
あ

り
、世
界
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト（
※
４
）が
起
こ
っ
て

い
る
」と
捉
え
る
。現
代
は
時
代
の
大
き
な
転
換
期
。

過
去
の
成
功
体
験
や
価
値
観
を
思
い
切
っ
て
捨
て
な

け
れ
ば
、決
し
て
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
も

Ｄ
Ｘ
と
同
じ
。Ｄ
Ｘ
が
一
向
に
進
ま
な
い
の
も
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
分
か
ら
な
い
の
も
同
じ
理
由
か
ら
だ
」と
船

橋
社
長
は
考
え
て
い
る
。

成
果
を
上
げ
た
団
体
を
選
ん
で
い
る
。本
年
は「
地

域
か
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」が
テ
ー
マ
で
あ
り
、九
州
教
具

グ
ル
ー
プ
は
、地
域
の
持
続
的
発
展
へ
の
取
り
組
み

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
地
元
新
聞
社
の
推
薦
に
加
え
、最
終
選
考
に
は
現

地
調
査
が
行
わ
れ
、東
京
か
ら
選
考
委
員
が
九
州
教

具
グ
ル
ー
プ
を
訪
問
し
、審
査
が
行
わ
れ
た
。「
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
活
動
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、事
業
利
益
に

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
全
国
で
も
珍
し
く
、大
変
素
晴

ら
し
い
」と
全
国
で
唯
一「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
企
業
賞
」が
授

与
さ
れ
た
。

評
価・昇
格
を
行
う
為
、国
籍
や
性
別・年
齢
に
関
係
な
く
、

能
力・成
果
に
基
づ
い
た
昇
格
試
験
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

（
直
近
４
年
の
採
用
実
績
、女
性
50
％
、外
国
人
18
％ 

２
０
２
２
年
４
月
現
在
）

イ
ノ
シ
シ
肉
料
理
の
提
供

ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
品
ロ
ス
削
減

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
宿
泊
客
が
激
減
し

た
。ホ
テ
ル
事
業
に
と
っ
て
完
全
な
逆
風
下
、空
い
た
時
間
を

〝
福
音
〞と
捉
え
、現
場
の
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
か
ら
新
サ
ー
ビ
ス

が
生
ま
れ
て
い
る
。「
ど
ん
ど
ん
妄
想
し
て
く
れ
。新
し
い
ア

イ
デ
ィ
ア
を
提
案
し
て
く
れ
」と
日
頃
よ
り
発
破
を
か
け
る

船
橋
社
長
が
驚
く
ほ
ど
、斬
新
な
プ
ラ
ン
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

次
々
と
提
案
さ
れ
た
。

　
波
佐
見
町
で
は
、野
生
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
耕
地
の
獣

害
被
害
が
深
刻
化
。年
間
約
８
０
０
頭
も
捕
獲
さ
れ
る
イ

ノ
シ
シ
を
夕
食
の
メ
イ
ン
食
材
へ
、ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波

佐
見
か
ら
の
提
案
だ
っ
た
。ジ
ビ
エ
料
理
と
し
て
地
域
の
活

性
化
に
も
貢
献
、ま
た
地
元
食
材
の
使
用
で
輸
入
食
材（
牛

肉
・
豚
肉
）に
比
べ
、Ⅴ
Ｗ（
※
６
）の
削
減
に
も
つ
な
が
る
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
思
考
に
基
づ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
。「
レ
ス
ト
ラ
ン

存
在
感
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、社
会
全
体
が
世
代
交

代
の
時
を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
船
橋
社
長
は
実
感
す
る
。

　
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
は
、企
業

や
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
す

る
。中
で
も
長
崎
県
川
棚
町
、東
彼
杵
町
に
お
け
る

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
事
業
は
、全
国
的
に
も
高
く
評

価
さ
れ
て
お
り
、昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
リ
モ
ー
ト

授
業
な
ど
で
も
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
。（
川
棚
町

は
、２
０
２
０
年
公
立
学
校
情
報
化
ラ
ン
キ
ン
グ
で

全
国
約
１
，７
０
０
自
治
体
中
37
位
）

　
船
橋
社
長
は
、学
校
や
教
育
委
員
会
で
講
演
を
依

頼
さ
れ
る
機
会
が
多
く
、Ｚ
世
代
と
触
れ
合
い
な
が

ら
、彼
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
対
す
る
価
値
観
や
デ
ジ
タ
ル

感
覚
を
直
接
知
る
、数
少
な
い
経
営
者
で
も
あ
る
。

　
ま
た
自
社
内
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ・Ｄ
Ｘ
推
進
と
し
て
会

議
の
全
面
的
オ
ン
ラ
イ
ン
化
へ
踏
み
切
っ
て
い
る
。結

果
、時
間
効
率・生
産
性
の
向
上
だ
け
で
な
く
、現
場

ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
か
ら
社
長
へ
の
事
業
提
案
が
活
発

化
。社
員
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
提
案
か
ら
事
業
サ
ー
ビ

ス
が
生
ま
れ
る
サ
イ
ク
ル
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

（
※
５
）Ｚ
世
代
と
は
、生
れ
な
が
ら
の
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ

る
初
の
世
代
。概
ね
90
年
代
半
ば
か
ら
、２
０
１
０
年
代

は
じ
め
に
生
ま
れ
た
世
代
。現
在
年
齢
は
、小
学
生
高
学

年
か
ら
20
代
半
ば
の
世
代
。

会
社
概
要

「
第
12
回 

地
域
再
生
大
賞
」受
賞

長
崎
県
波
佐
見
町
の
地
方
創
生

　
波
佐
見
町
で
は
、以
前
か
ら
地
域
振
興
の
起
点
と

な
る
ホ
テ
ル
の
招
致
を
行
っ
て
い
た
。Ｊ
Ｒ
駅
も
無

く
、有
名
な
観
光
地
で
も
な
い
。普
通
な
ら
進
出
し

な
い
場
所
だ
が
、船
橋
社
長
は
ホ
テ
ル
の
建
設
を
決

め
る
。２
０
１
５
年
、ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　
船
橋
社
長
は
、九
州
教
具
株
式
会
社
へ
入
社
し
た

直
後
か
ら
、長
崎
県
全
域
で
飛
び
込
み
訪
問
を
行

う
。「
波
佐
見
で
は
家
族
の
誰
か
が
陶
磁
器
の
製
造

に
従
事
し
て
い
る
。波
佐
見
焼
に
囲
ま
れ
て
生
活
し

て
い
る
。だ
か
ら
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
も
、非
常
に
セ

ン
ス
の
良
さ
を
感
じ
て
い
た
」波
佐
見
で
暮
ら
す
地

元
の
人
々
と
触
れ
合
っ
た
原
体
験
が
ホ
テ
ル
進
出
の

決
め
手
と
な
っ
た
。

　
今
で
こ
そ
、波
佐
見
焼
は「
現
代
的
な
セ
ン
ス
あ
る

陶
器
」と
し
て
若
者
に
も
人
気
だ
が
、デ
ザ
イ
ン
か
ら

全
工
程
を
外
部
に
委
託
す
る
こ
と
な
く
、地
元
の
職

人
が
分
業
し
て
い
る
。最
近
で
は
、町
に
若
者
の
姿
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。陶
芸
を
学
ぶ
美
大
生
、地
方

創
生
を
研
究
す
る
大
学
生
、そ
し
て
オ
フ
ィ
ス
に
捉
わ

れ
な
い
新
し
い
働
き
方
を
実
践
す
る
若
者
た
ち
。

　
船
橋
社
長
が
ホ
テ
ル
建
設
地
を
波
佐
見
温
泉

「
ゆ
う 

じ 

ろ
う

湯
治
楼
」ま
で
徒
歩
１
分
の
場
所
に
決
め
た
の
は
、

新
た
な
時
代
に
お
け
る
働
き
方
を
想
定
し
た「
仕
事

と
湯
と
リ
ゾ
ー
ト
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
っ
た
か

ら
だ
。ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
自
由
な
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
イ

ル
と
、温
泉
を
は
じ
め
と
す
る
ゆ
と
り
あ
る
リ
ゾ
ー
ト

の
融
合
。ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見
は
そ
う
いっ
た

滞
在
型
ホ
テ
ル
で
あ
り
、今
注
目
さ
れ
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
先
取
り
し
た
ホ
テ
ル
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
先
述
の
学
校
教
育
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
普
及
、イ
ノ

シ
シ
肉
料
理
に
よ
る
地
産
地
消
、折
鶴
焼
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

バ
ッ
ジ
制
作
、そ
し
て
滞
在
型
ホ
テ
ル
で
は
外
部
か
ら

人
を
呼
び
込
み
地
域
振
興
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

全
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活

動
が
繋
が
っ
て
お

り
、点
か
ら
線
へ
、

そ
し
て
面
へ
と
拡

が
っ
て
い
る
。ま
さ

に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践

に
よ
る
地
方
創
生

モ
デ
ル
事
例
と
言

え
る
。

「第12回 地域再生大賞」表彰状を持つ船橋社長

新
メ
ニュ
ー
提
案
と
し
て
、生
け
捕
ら
れ
た
イ
ノ
シ
シ
が
全
面

に
写
る
ス
ラ
イ
ド
資
料
に
、ま
ず
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」と
笑
い
な

が
ら
船
橋
社
長
は
と
て
も
満
足
げ
。

　
他
に
も
、ホ
テ
ル
ベ
ル
ビ
ュ
ー
長
崎
出
島
か
ら
、食
品
ロ
ス
の

削
減
を
念
頭
に
、朝
食
リ
ニュ
ー
ア
ル
の
新
メ
ニュ
ー
が
提
案
さ

れ
た
。朝
食
を
楽
し
み
に
来
て
い
た
だ
け
る
メ
ニュ
ー
へ
全
面
的

に
見
直
し
、値
段
は
５
０
０
円
ア
ッ
プ
す
る
。こ
の
大
胆
な
発

想
に
も
驚
い
た
が
、船
橋
社
長
は
そ
の
場
で
Ｏ
Ｋ
を
出
し
た
。

　
い
ず
れ
も
お
客
様
や
予
約
サ
イ
ト
か
ら
大
変
好
評
を
得
て

お
り
、ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
社
長
へ
直
接
、提

案
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
成
功
体
験
が
生
ま
れ
て
い
る
。社

員
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
か
ら
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出

し
、事
業
化
さ
れ
る
企
業
風
土
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
※
６
）Ⅴ
Ｗ
と
は
バ
ー
チ
ャ
ル・ウ
ォ
ー
タ
ー
の
略
。食
料
や
畜
産
物
を
輸
入

す
る
消
費
国
が
自
国
で
そ
れ
ら
を
生
育
す
る
時
に
必
要
な
水
の
量

を
推
定
。日
本
の
年
間
Ⅴ
Ｗ
輸
入
量
は
約
８
０
０
億
㎥
。間
接
的
な

水
資
源
の
枯
渇
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

が
発
案
。２
０
０
６
年
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が「
ピ
ー
ス
折
り
鶴

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
さ

れ
た
お
客
様
に
鶴
を
折
っ
て
い
た
だ
き
、毎
年
、８
月
９
日

（
長
崎
原
爆
の
日
）、長
崎
原
爆
資
料
館
へ
献
納
す
る
。同
資

料
館
に
は
、日
本
全
国・世
界
中
か
ら
平
和
へ
の
願
い
を
乗
せ

た
折
り
鶴
が
寄
せ
ら
れ
る
。そ
の
量
は
毎
年
数
ト
ン
に
も
上

り
、民
間
の
倉
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
折
り
鶴
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
の
が「
折
鶴
焼
」

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
。九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
が
発
案
し
、一
般
社

団
法
人

こ
ん  

ぷ
　
ら   

し
ゃ

金
富
良
舎
が
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
。金
富
良
舎

は
、波
佐
見
の
若
手
が
集
い
、波
佐
見
発
信
の
新
し
い
文
化

や
価
値
観
を
創
り
出
す
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
制
作
の
依
頼

を
受
け
た
金
富
良
舎
は「
折
鶴
焼
で
作
っ
て
は
ど
う
か
？
」と

い
う
提
案
を
行
っ
た
。折
鶴
焼
は
原
爆
資
料
館
や
平
和
公
園

に
寄
贈
さ
れ
た
折
り
鶴
を
燃
や
し
、そ
の
灰
を
釉
薬
に
混
ぜ

て
焼
成
す
る
技
法
。不
純
物
で
あ
る
灰
は
ム
ラ
や
斑
点
を
発

生
さ
せ
る
。こ
れ
ら
売
り
物
に
で
き
な
い
キ
ズ
を
折
鶴
焼
は

良
と
す
る
。こ
の
キ
ズ
こ
そ「
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
16
」へ
の
願
い
が
こ
も
っ
た
証
だ
か
ら
だ
。発
売
か
ら

約
２
年
、こ
の
バ
ッ
ジ
は
企
業
・
団
体
・
行
政
な
ど
長
崎
県
内

様
々
な
場
所
で
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

■代表取締役社長  船橋 修一
■本社／長崎県大村市桜馬場1-214-2

TEL 0957-53-1069
■URL https://q-bic.net

ふなはし しゅういち

愛の鉛筆と当時の「運動経過参考資料集」

創業者 本田嘉末 船橋修一社長

企
業・教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
支
援

生
産
性
の
高
い
職
場
環
境
の
実
現

　「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
Ｄ
Ｘ
は
一
体
の
も
の
で
も
あ
る
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）の
活
用
等
、Ｄ
Ｘ
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動・様
々
な
社
会
課
題
が

解
決
し
や
す
く
な
る
と
船
橋
社
長
は
自
身
の
経
験
か

ら
語
る
。米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
は
グ
ー
グ
ル
本
社

を
訪
ね
、ま
た
Ｉ
Ｔ
先
進
国
エ
ス
ト
ニ
ア
も
社
員
と
視

察
。キ
ュ
ー
バ
へ
も
社
員
を
派
遣
す
る
等
、最
先
端
の

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
社
会
進
化
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
世
界
的
な
Ｄ
Ｘ
進
化
の
背
景
に
は
、生

ま
れ
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
親
し
み
、上
の
世
代
と

は
情
報
入
手・学
び
方
か
ら
考
え
方・価
値
観
ま
で
、

全
く
異
な
る
Ｚ
世
代（
※
５
）の
存
在
が
あ
る
。彼
ら
の

「
ピ
ー
ス
折
り
鶴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
る
平
和
推
進
の
活
動

「
折
鶴
焼
」に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
の
制
作

　
被
爆
地・長
崎
に
宿
泊
さ
れ
た
お
客
様
へ
、長
崎
ら
し
い
思

い
出
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
と
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ

社是

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
平
等
性
の
促
進

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
で
は
、女
性
の
活
躍
推
進（
特
に
子

供
が
い
る
社
員
の
支
援
制
度
等
）や
外
国
人
の
採
用
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
。育
休
明
け
の
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
導
入
、各
人
の
状
況
に
応
じ
た
時
短
勤
務
や
時
間
単
位
の

有
休
制
度
の
導
入
等
、社
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
を
行
う
。

　
ま
た
採
用
時
に
は
、性
別
・
国
籍
等
の
要
件
は
入
れ
ず
、

能
力
に
よ
り
合
否
を
判
定
。入
社
後
も
公
正・公
平
な
人
事

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
は
、今
年
１
月「
第
12
回 

地
域
再
生
大
賞 

特
別
賞
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
企
業
賞
」を
受

賞
。毎
年
、全
国
の
地
方
新
聞
46
社
と
共
同
通
信
社

が
、地
域
に
活
力
を
与
え
、魅
力
を
高
め
る
活
動
で
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　民間企業による地方創生とは？地域課題を企業の経営力で解決するSDGsの取り組みが全国で拡がりつつ
あります。今回の九州教具グループは、正にその先駆けとなる活動成果から「第12回 地域再生大賞」を受賞。
SDGs活動から事業利益を上げている点も高く評価され、特別賞「SDGs企業賞」として表彰されました。

シンワラボ 株式会社　代表取締役　加藤 シゲキ

SDGsから見える
10年後の会社の未来

第3回　九州教具グループ 九州教具 株式会社
きゅうしゅうきょうぐす

る
ウ
エ
ル
ネ
ス
事
業
部
を
置
く
。そ
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）を
核
に
オ
フ
ィ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
行
う
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

と
長
崎
県
下
に
４
つ
の
ホ
テ
ル
を
運
営
す
る
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ

ホ
テ
ル
ズ
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ホ
テ
ル

ズ
株
式
会
社
は
、長
崎
市
内
で
ホ
テ
ル
ク
オ
ー
レ
長
崎

駅
前
・ホ
テ
ル
ウ
イ
ン
グ
ポ
ー
ト
長
崎
・ホ
テ
ル
ベ
ル

ビ
ュ
ー
長
崎
出
島
の
３
ホ
テ
ル
、そ
し
て
、長
崎
県
波
佐

見
町
で
ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見
を
運
営
す
る
。

（
※
１
）「
愛
の
鉛
筆
」と
い
う
刻
印
入
り
鉛
筆
を
販
売
し
、そ
の
益

金
を
点
字
図
書
館
の
建
設
資
金
や
点
字
図
書
・
補
聴
器

な
ど
の
購
入
資
金
に
充
て
る
た
め
の
募
金
活
動
。

（
※
２
）ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
長
崎
は
、本
社
敷
地
内
の
自
社
プ
ラ
ン

ト
で
地
下
水
を
採
水
す
る
。乳
幼
児
で
も
飲
め
る
ミ
ネ
ラ

ル
バ
ラ
ン
ス
に
調
整
。安
全
安
心
な
飲
料
水
を
自
社
配
送

で
提
供
し
て
い
る
。

　
１
９
４
６
年
、創
業
者
・ほ
ん 

だ  

か 

す
え

本
田
嘉
末
が
長
崎
県
大

村
市
中
諏
訪
で
本
田
文
具
店
を
開
業
。１
９
５
０

年
、視
覚
障
が
い
者
の
読
書
及
び
教
育
環
境
の
改
善

を
目
的
と
す
る「
愛
の
鉛
筆
」運
動（
※
１
）が
福
岡
盲

学
校
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。同
年
、本
田
文
具
店
は

同
運
動
支
援
の
た
め
、九
州
教
具
株
式
会
社
へ
組
織

変
更
し
、鉛
筆
の
発
注
、卸
売
を
一
手
に
担
う
。「
愛

の
鉛
筆
」運
動
は
約
５
年
間
続
き
、一
都
二
府
十
五

県
の
全
国
へ
広
が
っ
た
。

　
戦
前
・
戦
中
は
学
校
長
を
務
め
教
育
者
で
あ
っ
た

創
業
者
は
、社
是「
誠
実
に
し
て 

正
確
を
旨
と
し 

社

会
に
貢
献
す
べ
し
」を
掲
げ
、事
業
家
と
し
て
教
育
に

関
わ
り
、社
会
貢
献
を
目
指
し
た
。以
後
70
年
を
経

て
、九
州
教
具
株
式
会
社
は
事
業
を
拡
大
、長
崎
県

一
円
か
ら
福
岡
県
へ
も
進
出
す
る
。

　
２
０
２
１
年
８
月
、各
事
業
部
を
再
編
し
、各
法
人

化
し
て
３
社
体
制
と
な
る
。九
州
教
具
株
式
会
社
に

は
、グ
ル
ー
プ
統
括
機
能
の
事
業
統
括
部
と
事
業
開

発
部
、そ
し
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
長
崎（
※
２
）を
運
営

（
※
３
）Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営（C

reating Shared V
alue

）経
営
戦

略
論
の
大
家
マ
イ
ケ
ル・ポ
ー
タ
ー
と
マ
ー
ク・ク
ラ
マ
ー
が

発
表
。Ｃ
Ｓ
Ｖ
は
社
会
貢
献
と
利
益
追
求
を
両
立
。事
業

経
営
か
ら
社
会
課
題
を
解
決
し
、利
潤
を
追
求
す
る
戦

略
的
な
経
営
理
論
と
な
っ
て
い
る
。

（
※
４
）パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
は
、そ
の
時
代
や
分
野
に
お
い
て
当

然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
認
識
や
思
想
、社
会
全
体

の
価
値
観
な
ど
が
革
命
的・劇
的
に
変
化
す
る
こ
と
。

　
船
橋
社
長
が
経
営
の
根
幹
に
据
え
て
い
る
の
は
、

Ｃ
Ｓ
Ｖ（
※
３
）（
共
有
価
値
の
創
出
）で
あ
る
。２
０
１
１

年
に
発
表
さ
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
理
論
。創
業
以
来
の

社
是〝
社
会
に
貢
献
す
べ
し
〞の
正
し
さ
が
学
問
的
に

も
証
明
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。そ
の
後
２
０
１
５
年
、

国
連
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
宣
言
が
行
わ
れ
、持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
へ
向
け
、様
々
な
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み

が
世
界
中
で
一
気
に
広
が
る
。

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
で
は
、Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
の
一
環

と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
取
り
入
れ
、活
動
を
開
始
す
る
。

ま
た
船
橋
社
長
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
、資
本
主
義
や
共
産

主
義
に
続
く
、新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
誕
生
で
あ

り
、世
界
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト（
※
４
）が
起
こ
っ
て

い
る
」と
捉
え
る
。現
代
は
時
代
の
大
き
な
転
換
期
。

過
去
の
成
功
体
験
や
価
値
観
を
思
い
切
っ
て
捨
て
な

け
れ
ば
、決
し
て
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
も

Ｄ
Ｘ
と
同
じ
。Ｄ
Ｘ
が
一
向
に
進
ま
な
い
の
も
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
分
か
ら
な
い
の
も
同
じ
理
由
か
ら
だ
」と
船

橋
社
長
は
考
え
て
い
る
。

成
果
を
上
げ
た
団
体
を
選
ん
で
い
る
。本
年
は「
地

域
か
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」が
テ
ー
マ
で
あ
り
、九
州
教
具

グ
ル
ー
プ
は
、地
域
の
持
続
的
発
展
へ
の
取
り
組
み

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
地
元
新
聞
社
の
推
薦
に
加
え
、最
終
選
考
に
は
現

地
調
査
が
行
わ
れ
、東
京
か
ら
選
考
委
員
が
九
州
教

具
グ
ル
ー
プ
を
訪
問
し
、審
査
が
行
わ
れ
た
。「
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
活
動
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、事
業
利
益
に

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
全
国
で
も
珍
し
く
、大
変
素
晴

ら
し
い
」と
全
国
で
唯
一「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
企
業
賞
」が
授

与
さ
れ
た
。

評
価・昇
格
を
行
う
為
、国
籍
や
性
別・年
齢
に
関
係
な
く
、

能
力・成
果
に
基
づ
い
た
昇
格
試
験
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

（
直
近
４
年
の
採
用
実
績
、女
性
50
％
、外
国
人
18
％ 

２
０
２
２
年
４
月
現
在
）

イ
ノ
シ
シ
肉
料
理
の
提
供

ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
品
ロ
ス
削
減

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
宿
泊
客
が
激
減
し

た
。ホ
テ
ル
事
業
に
と
っ
て
完
全
な
逆
風
下
、空
い
た
時
間
を

〝
福
音
〞と
捉
え
、現
場
の
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
か
ら
新
サ
ー
ビ
ス

が
生
ま
れ
て
い
る
。「
ど
ん
ど
ん
妄
想
し
て
く
れ
。新
し
い
ア

イ
デ
ィ
ア
を
提
案
し
て
く
れ
」と
日
頃
よ
り
発
破
を
か
け
る

船
橋
社
長
が
驚
く
ほ
ど
、斬
新
な
プ
ラ
ン
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

次
々
と
提
案
さ
れ
た
。

　
波
佐
見
町
で
は
、野
生
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
耕
地
の
獣

害
被
害
が
深
刻
化
。年
間
約
８
０
０
頭
も
捕
獲
さ
れ
る
イ

ノ
シ
シ
を
夕
食
の
メ
イ
ン
食
材
へ
、ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波

佐
見
か
ら
の
提
案
だ
っ
た
。ジ
ビ
エ
料
理
と
し
て
地
域
の
活

性
化
に
も
貢
献
、ま
た
地
元
食
材
の
使
用
で
輸
入
食
材（
牛

肉
・
豚
肉
）に
比
べ
、Ⅴ
Ｗ（
※
６
）の
削
減
に
も
つ
な
が
る
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
思
考
に
基
づ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
。「
レ
ス
ト
ラ
ン

存
在
感
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、社
会
全
体
が
世
代
交

代
の
時
を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
船
橋
社
長
は
実
感
す
る
。

　
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
は
、企
業

や
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
す

る
。中
で
も
長
崎
県
川
棚
町
、東
彼
杵
町
に
お
け
る

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
事
業
は
、全
国
的
に
も
高
く
評

価
さ
れ
て
お
り
、昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
リ
モ
ー
ト

授
業
な
ど
で
も
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
。（
川
棚
町

は
、２
０
２
０
年
公
立
学
校
情
報
化
ラ
ン
キ
ン
グ
で

全
国
約
１
，７
０
０
自
治
体
中
37
位
）

　
船
橋
社
長
は
、学
校
や
教
育
委
員
会
で
講
演
を
依

頼
さ
れ
る
機
会
が
多
く
、Ｚ
世
代
と
触
れ
合
い
な
が

ら
、彼
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
対
す
る
価
値
観
や
デ
ジ
タ
ル

感
覚
を
直
接
知
る
、数
少
な
い
経
営
者
で
も
あ
る
。

　
ま
た
自
社
内
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ・Ｄ
Ｘ
推
進
と
し
て
会

議
の
全
面
的
オ
ン
ラ
イ
ン
化
へ
踏
み
切
っ
て
い
る
。結

果
、時
間
効
率・生
産
性
の
向
上
だ
け
で
な
く
、現
場

ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
か
ら
社
長
へ
の
事
業
提
案
が
活
発

化
。社
員
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
提
案
か
ら
事
業
サ
ー
ビ

ス
が
生
ま
れ
る
サ
イ
ク
ル
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

（
※
５
）Ｚ
世
代
と
は
、生
れ
な
が
ら
の
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ

る
初
の
世
代
。概
ね
90
年
代
半
ば
か
ら
、２
０
１
０
年
代

は
じ
め
に
生
ま
れ
た
世
代
。現
在
年
齢
は
、小
学
生
高
学

年
か
ら
20
代
半
ば
の
世
代
。

会
社
概
要

「
第
12
回 

地
域
再
生
大
賞
」受
賞

長
崎
県
波
佐
見
町
の
地
方
創
生

　
波
佐
見
町
で
は
、以
前
か
ら
地
域
振
興
の
起
点
と

な
る
ホ
テ
ル
の
招
致
を
行
っ
て
い
た
。Ｊ
Ｒ
駅
も
無

く
、有
名
な
観
光
地
で
も
な
い
。普
通
な
ら
進
出
し

な
い
場
所
だ
が
、船
橋
社
長
は
ホ
テ
ル
の
建
設
を
決

め
る
。２
０
１
５
年
、ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　
船
橋
社
長
は
、九
州
教
具
株
式
会
社
へ
入
社
し
た

直
後
か
ら
、長
崎
県
全
域
で
飛
び
込
み
訪
問
を
行

う
。「
波
佐
見
で
は
家
族
の
誰
か
が
陶
磁
器
の
製
造

に
従
事
し
て
い
る
。波
佐
見
焼
に
囲
ま
れ
て
生
活
し

て
い
る
。だ
か
ら
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
も
、非
常
に
セ

ン
ス
の
良
さ
を
感
じ
て
い
た
」波
佐
見
で
暮
ら
す
地

元
の
人
々
と
触
れ
合
っ
た
原
体
験
が
ホ
テ
ル
進
出
の

決
め
手
と
な
っ
た
。

　
今
で
こ
そ
、波
佐
見
焼
は「
現
代
的
な
セ
ン
ス
あ
る

陶
器
」と
し
て
若
者
に
も
人
気
だ
が
、デ
ザ
イ
ン
か
ら

全
工
程
を
外
部
に
委
託
す
る
こ
と
な
く
、地
元
の
職

人
が
分
業
し
て
い
る
。最
近
で
は
、町
に
若
者
の
姿
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。陶
芸
を
学
ぶ
美
大
生
、地
方

創
生
を
研
究
す
る
大
学
生
、そ
し
て
オ
フ
ィ
ス
に
捉
わ

れ
な
い
新
し
い
働
き
方
を
実
践
す
る
若
者
た
ち
。

　
船
橋
社
長
が
ホ
テ
ル
建
設
地
を
波
佐
見
温
泉

「
ゆ
う 

じ 

ろ
う

湯
治
楼
」ま
で
徒
歩
１
分
の
場
所
に
決
め
た
の
は
、

新
た
な
時
代
に
お
け
る
働
き
方
を
想
定
し
た「
仕
事

と
湯
と
リ
ゾ
ー
ト
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
っ
た
か

ら
だ
。ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
自
由
な
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
イ

ル
と
、温
泉
を
は
じ
め
と
す
る
ゆ
と
り
あ
る
リ
ゾ
ー
ト

の
融
合
。ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見
は
そ
う
いっ
た

滞
在
型
ホ
テ
ル
で
あ
り
、今
注
目
さ
れ
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
先
取
り
し
た
ホ
テ
ル
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
先
述
の
学
校
教
育
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
普
及
、イ
ノ

シ
シ
肉
料
理
に
よ
る
地
産
地
消
、折
鶴
焼
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

バ
ッ
ジ
制
作
、そ
し
て
滞
在
型
ホ
テ
ル
で
は
外
部
か
ら

人
を
呼
び
込
み
地
域
振
興
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

全
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活

動
が
繋
が
っ
て
お

り
、点
か
ら
線
へ
、

そ
し
て
面
へ
と
拡

が
っ
て
い
る
。ま
さ

に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践

に
よ
る
地
方
創
生

モ
デ
ル
事
例
と
言

え
る
。

「第12回 地域再生大賞」表彰状を持つ船橋社長

新
メ
ニュ
ー
提
案
と
し
て
、生
け
捕
ら
れ
た
イ
ノ
シ
シ
が
全
面

に
写
る
ス
ラ
イ
ド
資
料
に
、ま
ず
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」と
笑
い
な

が
ら
船
橋
社
長
は
と
て
も
満
足
げ
。

　
他
に
も
、ホ
テ
ル
ベ
ル
ビ
ュ
ー
長
崎
出
島
か
ら
、食
品
ロ
ス
の

削
減
を
念
頭
に
、朝
食
リ
ニュ
ー
ア
ル
の
新
メ
ニュ
ー
が
提
案
さ

れ
た
。朝
食
を
楽
し
み
に
来
て
い
た
だ
け
る
メ
ニュ
ー
へ
全
面
的

に
見
直
し
、値
段
は
５
０
０
円
ア
ッ
プ
す
る
。こ
の
大
胆
な
発

想
に
も
驚
い
た
が
、船
橋
社
長
は
そ
の
場
で
Ｏ
Ｋ
を
出
し
た
。

　
い
ず
れ
も
お
客
様
や
予
約
サ
イ
ト
か
ら
大
変
好
評
を
得
て

お
り
、ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
社
長
へ
直
接
、提

案
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
成
功
体
験
が
生
ま
れ
て
い
る
。社

員
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
か
ら
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出

し
、事
業
化
さ
れ
る
企
業
風
土
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
※
６
）Ⅴ
Ｗ
と
は
バ
ー
チ
ャ
ル・ウ
ォ
ー
タ
ー
の
略
。食
料
や
畜
産
物
を
輸
入

す
る
消
費
国
が
自
国
で
そ
れ
ら
を
生
育
す
る
時
に
必
要
な
水
の
量

を
推
定
。日
本
の
年
間
Ⅴ
Ｗ
輸
入
量
は
約
８
０
０
億
㎥
。間
接
的
な

水
資
源
の
枯
渇
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

が
発
案
。２
０
０
６
年
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が「
ピ
ー
ス
折
り
鶴

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
さ

れ
た
お
客
様
に
鶴
を
折
っ
て
い
た
だ
き
、毎
年
、８
月
９
日

（
長
崎
原
爆
の
日
）、長
崎
原
爆
資
料
館
へ
献
納
す
る
。同
資

料
館
に
は
、日
本
全
国・世
界
中
か
ら
平
和
へ
の
願
い
を
乗
せ

た
折
り
鶴
が
寄
せ
ら
れ
る
。そ
の
量
は
毎
年
数
ト
ン
に
も
上

り
、民
間
の
倉
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
折
り
鶴
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
の
が「
折
鶴
焼
」

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
。九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
が
発
案
し
、一
般
社

団
法
人

こ
ん  

ぷ
　
ら   

し
ゃ

金
富
良
舎
が
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
。金
富
良
舎

は
、波
佐
見
の
若
手
が
集
い
、波
佐
見
発
信
の
新
し
い
文
化

や
価
値
観
を
創
り
出
す
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
制
作
の
依
頼

を
受
け
た
金
富
良
舎
は「
折
鶴
焼
で
作
っ
て
は
ど
う
か
？
」と

い
う
提
案
を
行
っ
た
。折
鶴
焼
は
原
爆
資
料
館
や
平
和
公
園

に
寄
贈
さ
れ
た
折
り
鶴
を
燃
や
し
、そ
の
灰
を
釉
薬
に
混
ぜ

て
焼
成
す
る
技
法
。不
純
物
で
あ
る
灰
は
ム
ラ
や
斑
点
を
発

生
さ
せ
る
。こ
れ
ら
売
り
物
に
で
き
な
い
キ
ズ
を
折
鶴
焼
は

良
と
す
る
。こ
の
キ
ズ
こ
そ「
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
16
」へ
の
願
い
が
こ
も
っ
た
証
だ
か
ら
だ
。発
売
か
ら

約
２
年
、こ
の
バ
ッ
ジ
は
企
業
・
団
体
・
行
政
な
ど
長
崎
県
内

様
々
な
場
所
で
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

■代表取締役社長  船橋 修一
■本社／長崎県大村市桜馬場1-214-2

TEL 0957-53-1069
■URL https://q-bic.net

ふなはし しゅういち

愛の鉛筆と当時の「運動経過参考資料集」

創業者 本田嘉末 船橋修一社長

企
業・教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
支
援

生
産
性
の
高
い
職
場
環
境
の
実
現

　「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
Ｄ
Ｘ
は
一
体
の
も
の
で
も
あ
る
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）の
活
用
等
、Ｄ
Ｘ
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動・様
々
な
社
会
課
題
が

解
決
し
や
す
く
な
る
と
船
橋
社
長
は
自
身
の
経
験
か

ら
語
る
。米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
は
グ
ー
グ
ル
本
社

を
訪
ね
、ま
た
Ｉ
Ｔ
先
進
国
エ
ス
ト
ニ
ア
も
社
員
と
視

察
。キ
ュ
ー
バ
へ
も
社
員
を
派
遣
す
る
等
、最
先
端
の

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
社
会
進
化
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
世
界
的
な
Ｄ
Ｘ
進
化
の
背
景
に
は
、生

ま
れ
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
親
し
み
、上
の
世
代
と

は
情
報
入
手・学
び
方
か
ら
考
え
方・価
値
観
ま
で
、

全
く
異
な
る
Ｚ
世
代（
※
５
）の
存
在
が
あ
る
。彼
ら
の

「
ピ
ー
ス
折
り
鶴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
る
平
和
推
進
の
活
動

「
折
鶴
焼
」に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
の
制
作

　
被
爆
地・長
崎
に
宿
泊
さ
れ
た
お
客
様
へ
、長
崎
ら
し
い
思

い
出
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
と
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ

社是

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
平
等
性
の
促
進

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
で
は
、女
性
の
活
躍
推
進（
特
に
子

供
が
い
る
社
員
の
支
援
制
度
等
）や
外
国
人
の
採
用
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
。育
休
明
け
の
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
導
入
、各
人
の
状
況
に
応
じ
た
時
短
勤
務
や
時
間
単
位
の

有
休
制
度
の
導
入
等
、社
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
を
行
う
。

　
ま
た
採
用
時
に
は
、性
別
・
国
籍
等
の
要
件
は
入
れ
ず
、

能
力
に
よ
り
合
否
を
判
定
。入
社
後
も
公
正・公
平
な
人
事

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
は
、今
年
１
月「
第
12
回 

地
域
再
生
大
賞 

特
別
賞
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
企
業
賞
」を
受

賞
。毎
年
、全
国
の
地
方
新
聞
46
社
と
共
同
通
信
社

が
、地
域
に
活
力
を
与
え
、魅
力
を
高
め
る
活
動
で
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す
る
ウ
エ
ル
ネ
ス
事
業
部
を
置
く
。そ
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）を
核
に
オ
フ
ィ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
行
う
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

と
長
崎
県
下
に
４
つ
の
ホ
テ
ル
を
運
営
す
る
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ

ホ
テ
ル
ズ
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ホ
テ
ル

ズ
株
式
会
社
は
、長
崎
市
内
で
ホ
テ
ル
ク
オ
ー
レ
長
崎

駅
前
・ホ
テ
ル
ウ
イ
ン
グ
ポ
ー
ト
長
崎
・ホ
テ
ル
ベ
ル

ビ
ュ
ー
長
崎
出
島
の
３
ホ
テ
ル
、そ
し
て
、長
崎
県
波
佐

見
町
で
ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見
を
運
営
す
る
。

（
※
１
）「
愛
の
鉛
筆
」と
い
う
刻
印
入
り
鉛
筆
を
販
売
し
、そ
の
益

金
を
点
字
図
書
館
の
建
設
資
金
や
点
字
図
書
・
補
聴
器

な
ど
の
購
入
資
金
に
充
て
る
た
め
の
募
金
活
動
。

（
※
２
）ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
長
崎
は
、本
社
敷
地
内
の
自
社
プ
ラ
ン

ト
で
地
下
水
を
採
水
す
る
。乳
幼
児
で
も
飲
め
る
ミ
ネ
ラ

ル
バ
ラ
ン
ス
に
調
整
。安
全
安
心
な
飲
料
水
を
自
社
配
送

で
提
供
し
て
い
る
。

　
１
９
４
６
年
、創
業
者
・ほ
ん 

だ  

か 

す
え

本
田
嘉
末
が
長
崎
県
大

村
市
中
諏
訪
で
本
田
文
具
店
を
開
業
。１
９
５
０

年
、視
覚
障
が
い
者
の
読
書
及
び
教
育
環
境
の
改
善

を
目
的
と
す
る「
愛
の
鉛
筆
」運
動（
※
１
）が
福
岡
盲

学
校
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。同
年
、本
田
文
具
店
は

同
運
動
支
援
の
た
め
、九
州
教
具
株
式
会
社
へ
組
織

変
更
し
、鉛
筆
の
発
注
、卸
売
を
一
手
に
担
う
。「
愛

の
鉛
筆
」運
動
は
約
５
年
間
続
き
、一
都
二
府
十
五

県
の
全
国
へ
広
が
っ
た
。

　
戦
前
・
戦
中
は
学
校
長
を
務
め
教
育
者
で
あ
っ
た

創
業
者
は
、社
是「
誠
実
に
し
て 

正
確
を
旨
と
し 

社

会
に
貢
献
す
べ
し
」を
掲
げ
、事
業
家
と
し
て
教
育
に

関
わ
り
、社
会
貢
献
を
目
指
し
た
。以
後
70
年
を
経

て
、九
州
教
具
株
式
会
社
は
事
業
を
拡
大
、長
崎
県

一
円
か
ら
福
岡
県
へ
も
進
出
す
る
。

　
２
０
２
１
年
８
月
、各
事
業
部
を
再
編
し
、各
法
人

化
し
て
３
社
体
制
と
な
る
。九
州
教
具
株
式
会
社
に

は
、グ
ル
ー
プ
統
括
機
能
の
事
業
統
括
部
と
事
業
開

発
部
、そ
し
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
長
崎（
※
２
）を
運
営

（
※
３
）Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営（C

reating Shared V
alue

）経
営
戦

略
論
の
大
家
マ
イ
ケ
ル・ポ
ー
タ
ー
と
マ
ー
ク・ク
ラ
マ
ー
が

発
表
。Ｃ
Ｓ
Ｖ
は
社
会
貢
献
と
利
益
追
求
を
両
立
。事
業

経
営
か
ら
社
会
課
題
を
解
決
し
、利
潤
を
追
求
す
る
戦

略
的
な
経
営
理
論
と
な
っ
て
い
る
。

（
※
４
）パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
は
、そ
の
時
代
や
分
野
に
お
い
て
当

然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
認
識
や
思
想
、社
会
全
体

の
価
値
観
な
ど
が
革
命
的・劇
的
に
変
化
す
る
こ
と
。

　
船
橋
社
長
が
経
営
の
根
幹
に
据
え
て
い
る
の
は
、

Ｃ
Ｓ
Ｖ（
※
３
）（
共
有
価
値
の
創
出
）で
あ
る
。２
０
１
１

年
に
発
表
さ
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
理
論
。創
業
以
来
の

社
是〝
社
会
に
貢
献
す
べ
し
〞の
正
し
さ
が
学
問
的
に

も
証
明
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。そ
の
後
２
０
１
５
年
、

国
連
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
宣
言
が
行
わ
れ
、持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
へ
向
け
、様
々
な
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み

が
世
界
中
で
一
気
に
広
が
る
。

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
で
は
、Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
の
一
環

と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
取
り
入
れ
、活
動
を
開
始
す
る
。

ま
た
船
橋
社
長
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
、資
本
主
義
や
共
産

主
義
に
続
く
、新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
誕
生
で
あ

り
、世
界
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト（
※
４
）が
起
こ
っ
て

い
る
」と
捉
え
る
。現
代
は
時
代
の
大
き
な
転
換
期
。

過
去
の
成
功
体
験
や
価
値
観
を
思
い
切
っ
て
捨
て
な

け
れ
ば
、決
し
て
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
も

Ｄ
Ｘ
と
同
じ
。Ｄ
Ｘ
が
一
向
に
進
ま
な
い
の
も
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
分
か
ら
な
い
の
も
同
じ
理
由
か
ら
だ
」と
船

橋
社
長
は
考
え
て
い
る
。

成
果
を
上
げ
た
団
体
を
選
ん
で
い
る
。本
年
は「
地

域
か
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」が
テ
ー
マ
で
あ
り
、九
州
教
具

グ
ル
ー
プ
は
、地
域
の
持
続
的
発
展
へ
の
取
り
組
み

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
地
元
新
聞
社
の
推
薦
に
加
え
、最
終
選
考
に
は
現

地
調
査
が
行
わ
れ
、東
京
か
ら
選
考
委
員
が
九
州
教

具
グ
ル
ー
プ
を
訪
問
し
、審
査
が
行
わ
れ
た
。「
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
活
動
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、事
業
利
益
に

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
全
国
で
も
珍
し
く
、大
変
素
晴

ら
し
い
」と
全
国
で
唯
一「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
企
業
賞
」が
授

与
さ
れ
た
。

評
価・昇
格
を
行
う
為
、国
籍
や
性
別・年
齢
に
関
係
な
く
、

能
力・成
果
に
基
づ
い
た
昇
格
試
験
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

（
直
近
４
年
の
採
用
実
績
、女
性
50
％
、外
国
人
18
％ 

２
０
２
２
年
４
月
現
在
）

イ
ノ
シ
シ
肉
料
理
の
提
供

ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
品
ロ
ス
削
減

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
宿
泊
客
が
激
減
し

た
。ホ
テ
ル
事
業
に
と
っ
て
完
全
な
逆
風
下
、空
い
た
時
間
を

〝
福
音
〞と
捉
え
、現
場
の
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
か
ら
新
サ
ー
ビ
ス

が
生
ま
れ
て
い
る
。「
ど
ん
ど
ん
妄
想
し
て
く
れ
。新
し
い
ア

イ
デ
ィ
ア
を
提
案
し
て
く
れ
」と
日
頃
よ
り
発
破
を
か
け
る

船
橋
社
長
が
驚
く
ほ
ど
、斬
新
な
プ
ラ
ン
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

次
々
と
提
案
さ
れ
た
。

　
波
佐
見
町
で
は
、野
生
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
耕
地
の
獣

害
被
害
が
深
刻
化
。年
間
約
８
０
０
頭
も
捕
獲
さ
れ
る
イ

ノ
シ
シ
を
夕
食
の
メ
イ
ン
食
材
へ
、ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波

佐
見
か
ら
の
提
案
だ
っ
た
。ジ
ビ
エ
料
理
と
し
て
地
域
の
活

性
化
に
も
貢
献
、ま
た
地
元
食
材
の
使
用
で
輸
入
食
材（
牛

肉
・
豚
肉
）に
比
べ
、Ⅴ
Ｗ（
※
６
）の
削
減
に
も
つ
な
が
る
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
思
考
に
基
づ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
。「
レ
ス
ト
ラ
ン

存
在
感
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、社
会
全
体
が
世
代
交

代
の
時
を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
船
橋
社
長
は
実
感
す
る
。

　
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
は
、企
業

や
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
す

る
。中
で
も
長
崎
県
川
棚
町
、東
彼
杵
町
に
お
け
る

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
事
業
は
、全
国
的
に
も
高
く
評

価
さ
れ
て
お
り
、昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
リ
モ
ー
ト

授
業
な
ど
で
も
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
。（
川
棚
町

は
、２
０
２
０
年
公
立
学
校
情
報
化
ラ
ン
キ
ン
グ
で

全
国
約
１
，７
０
０
自
治
体
中
37
位
）

　
船
橋
社
長
は
、学
校
や
教
育
委
員
会
で
講
演
を
依

頼
さ
れ
る
機
会
が
多
く
、Ｚ
世
代
と
触
れ
合
い
な
が

ら
、彼
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
対
す
る
価
値
観
や
デ
ジ
タ
ル

感
覚
を
直
接
知
る
、数
少
な
い
経
営
者
で
も
あ
る
。

　
ま
た
自
社
内
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ・Ｄ
Ｘ
推
進
と
し
て
会

議
の
全
面
的
オ
ン
ラ
イ
ン
化
へ
踏
み
切
っ
て
い
る
。結

果
、時
間
効
率・生
産
性
の
向
上
だ
け
で
な
く
、現
場

ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
か
ら
社
長
へ
の
事
業
提
案
が
活
発

化
。社
員
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
提
案
か
ら
事
業
サ
ー
ビ

ス
が
生
ま
れ
る
サ
イ
ク
ル
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

（
※
５
）Ｚ
世
代
と
は
、生
れ
な
が
ら
の
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ

る
初
の
世
代
。概
ね
90
年
代
半
ば
か
ら
、２
０
１
０
年
代

は
じ
め
に
生
ま
れ
た
世
代
。現
在
年
齢
は
、小
学
生
高
学

年
か
ら
20
代
半
ば
の
世
代
。

長
崎
県
波
佐
見
町
の
地
方
創
生

　
波
佐
見
町
で
は
、以
前
か
ら
地
域
振
興
の
起
点
と

な
る
ホ
テ
ル
の
招
致
を
行
っ
て
い
た
。Ｊ
Ｒ
駅
も
無

く
、有
名
な
観
光
地
で
も
な
い
。普
通
な
ら
進
出
し

な
い
場
所
だ
が
、船
橋
社
長
は
ホ
テ
ル
の
建
設
を
決

め
る
。２
０
１
５
年
、ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　
船
橋
社
長
は
、九
州
教
具
株
式
会
社
へ
入
社
し
た

直
後
か
ら
、長
崎
県
全
域
で
飛
び
込
み
訪
問
を
行

う
。「
波
佐
見
で
は
家
族
の
誰
か
が
陶
磁
器
の
製
造

に
従
事
し
て
い
る
。波
佐
見
焼
に
囲
ま
れ
て
生
活
し

て
い
る
。だ
か
ら
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
も
、非
常
に
セ

ン
ス
の
良
さ
を
感
じ
て
い
た
」波
佐
見
で
暮
ら
す
地

元
の
人
々
と
触
れ
合
っ
た
原
体
験
が
ホ
テ
ル
進
出
の

決
め
手
と
な
っ
た
。

　
今
で
こ
そ
、波
佐
見
焼
は「
現
代
的
な
セ
ン
ス
あ
る

陶
器
」と
し
て
若
者
に
も
人
気
だ
が
、デ
ザ
イ
ン
か
ら

全
工
程
を
外
部
に
委
託
す
る
こ
と
な
く
、地
元
の
職

人
が
分
業
し
て
い
る
。最
近
で
は
、町
に
若
者
の
姿
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。陶
芸
を
学
ぶ
美
大
生
、地
方

創
生
を
研
究
す
る
大
学
生
、そ
し
て
オ
フ
ィ
ス
に
捉
わ

れ
な
い
新
し
い
働
き
方
を
実
践
す
る
若
者
た
ち
。

　
船
橋
社
長
が
ホ
テ
ル
建
設
地
を
波
佐
見
温
泉

「
ゆ
う 

じ 

ろ
う

湯
治
楼
」ま
で
徒
歩
１
分
の
場
所
に
決
め
た
の
は
、

新
た
な
時
代
に
お
け
る
働
き
方
を
想
定
し
た「
仕
事

と
湯
と
リ
ゾ
ー
ト
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
っ
た
か

ら
だ
。ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
自
由
な
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
イ

ル
と
、温
泉
を
は
じ
め
と
す
る
ゆ
と
り
あ
る
リ
ゾ
ー
ト

の
融
合
。ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見
は
そ
う
いっ
た

滞
在
型
ホ
テ
ル
で
あ
り
、今
注
目
さ
れ
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
先
取
り
し
た
ホ
テ
ル
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
先
述
の
学
校
教
育
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
普
及
、イ
ノ

シ
シ
肉
料
理
に
よ
る
地
産
地
消
、折
鶴
焼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

バ
ッ
ジ
制
作
、そ
し
て
滞
在
型
ホ
テ
ル
で
は
外
部
か
ら

人
を
呼
び
込
み
地
域
振
興
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

全
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活

動
が
繋
が
っ
て
お

り
、点
か
ら
線
へ
、

そ
し
て
面
へ
と
拡

が
っ
て
い
る
。ま
さ

に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践

に
よ
る
地
方
創
生

モ
デ
ル
事
例
と
言

え
る
。

新
メ
ニュ
ー
提
案
と
し
て
、生
け
捕
ら
れ
た
イ
ノ
シ
シ
が
全
面

に
写
る
ス
ラ
イ
ド
資
料
に
、ま
ず
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」と
笑
い
な

が
ら
船
橋
社
長
は
と
て
も
満
足
げ
。

　
他
に
も
、ホ
テ
ル
ベ
ル
ビ
ュ
ー
長
崎
出
島
か
ら
、食
品
ロ
ス
の

削
減
を
念
頭
に
、朝
食
リ
ニュ
ー
ア
ル
の
新
メ
ニュ
ー
が
提
案
さ

れ
た
。朝
食
を
楽
し
み
に
来
て
い
た
だ
け
る
メ
ニュ
ー
へ
全
面
的

に
見
直
し
、値
段
は
５
０
０
円
ア
ッ
プ
す
る
。こ
の
大
胆
な
発

想
に
も
驚
い
た
が
、船
橋
社
長
は
そ
の
場
で
Ｏ
Ｋ
を
出
し
た
。

　
い
ず
れ
も
お
客
様
や
予
約
サ
イ
ト
か
ら
大
変
好
評
を
得
て

お
り
、ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
社
長
へ
直
接
、提

案
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
成
功
体
験
が
生
ま
れ
て
い
る
。社

員
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
か
ら
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出

し
、事
業
化
さ
れ
る
企
業
風
土
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
※
６
）Ⅴ
Ｗ
と
は
バ
ー
チ
ャ
ル・ウ
ォ
ー
タ
ー
の
略
。食
料
や
畜
産
物
を
輸
入

す
る
消
費
国
が
自
国
で
そ
れ
ら
を
生
育
す
る
時
に
必
要
な
水
の
量

を
推
定
。日
本
の
年
間
Ⅴ
Ｗ
輸
入
量
は
約
８
０
０
億
㎥
。間
接
的
な

水
資
源
の
枯
渇
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

が
発
案
。２
０
０
６
年
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が「
ピ
ー
ス
折
り
鶴

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
さ

れ
た
お
客
様
に
鶴
を
折
っ
て
い
た
だ
き
、毎
年
、８
月
９
日

（
長
崎
原
爆
の
日
）、長
崎
原
爆
資
料
館
へ
献
納
す
る
。同
資

料
館
に
は
、日
本
全
国・世
界
中
か
ら
平
和
へ
の
願
い
を
乗
せ

た
折
り
鶴
が
寄
せ
ら
れ
る
。そ
の
量
は
毎
年
数
ト
ン
に
も
上

り
、民
間
の
倉
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
折
り
鶴
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
の
が「
折
鶴
焼
」

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
。九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
が
発
案
し
、一
般
社

団
法
人

こ
ん  

ぷ
　
ら   

し
ゃ

金
富
良
舎
が
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
。金
富
良
舎

は
、波
佐
見
の
若
手
が
集
い
、波
佐
見
発
信
の
新
し
い
文
化

や
価
値
観
を
創
り
出
す
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
制
作
の
依
頼

を
受
け
た
金
富
良
舎
は「
折
鶴
焼
で
作
っ
て
は
ど
う
か
？
」と

い
う
提
案
を
行
っ
た
。折
鶴
焼
は
原
爆
資
料
館
や
平
和
公
園

に
寄
贈
さ
れ
た
折
り
鶴
を
燃
や
し
、そ
の
灰
を
釉
薬
に
混
ぜ

て
焼
成
す
る
技
法
。不
純
物
で
あ
る
灰
は
ム
ラ
や
斑
点
を
発

生
さ
せ
る
。こ
れ
ら
売
り
物
に
で
き
な
い
キ
ズ
を
折
鶴
焼
は

良
と
す
る
。こ
の
キ
ズ
こ
そ「
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
16
」へ
の
願
い
が
こ
も
っ
た
証
だ
か
ら
だ
。発
売
か
ら

約
２
年
、こ
の
バ
ッ
ジ
は
企
業
・
団
体
・
行
政
な
ど
長
崎
県
内

様
々
な
場
所
で
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
と

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
に
つ
い
て

企
業・教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
支
援

生
産
性
の
高
い
職
場
環
境
の
実
現

　「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
Ｄ
Ｘ
は
一
体
の
も
の
で
も
あ
る
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）の
活
用
等
、Ｄ
Ｘ
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動・様
々
な
社
会
課
題
が

解
決
し
や
す
く
な
る
と
船
橋
社
長
は
自
身
の
経
験
か

ら
語
る
。米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
は
グ
ー
グ
ル
本
社

を
訪
ね
、ま
た
Ｉ
Ｔ
先
進
国
エ
ス
ト
ニ
ア
も
社
員
と
視

察
。キ
ュ
ー
バ
へ
も
社
員
を
派
遣
す
る
等
、最
先
端
の

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
社
会
進
化
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
世
界
的
な
Ｄ
Ｘ
進
化
の
背
景
に
は
、生

ま
れ
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
親
し
み
、上
の
世
代
と

は
情
報
入
手・学
び
方
か
ら
考
え
方・価
値
観
ま
で
、

全
く
異
な
る
Ｚ
世
代（
※
５
）の
存
在
が
あ
る
。彼
ら
の

「
ピ
ー
ス
折
り
鶴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
る
平
和
推
進
の
活
動

「
折
鶴
焼
」に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
の
制
作

　
被
爆
地・長
崎
に
宿
泊
さ
れ
た
お
客
様
へ
、長
崎
ら
し
い
思

い
出
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
と
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ

上.オンライン会議風景／下.九州教具グループで活躍する外国人社員

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
平
等
性
の
促
進

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
で
は
、女
性
の
活
躍
推
進（
特
に
子

供
が
い
る
社
員
の
支
援
制
度
等
）や
外
国
人
の
採
用
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
。育
休
明
け
の
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
導
入
、各
人
の
状
況
に
応
じ
た
時
短
勤
務
や
時
間
単
位
の

有
休
制
度
の
導
入
等
、社
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
を
行
う
。

　
ま
た
採
用
時
に
は
、性
別
・
国
籍
等
の
要
件
は
入
れ
ず
、

能
力
に
よ
り
合
否
を
判
定
。入
社
後
も
公
正・公
平
な
人
事

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
は
、今
年
１
月「
第
12
回 

地
域
再
生
大
賞 

特
別
賞
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
企
業
賞
」を
受

賞
。毎
年
、全
国
の
地
方
新
聞
46
社
と
共
同
通
信
社

が
、地
域
に
活
力
を
与
え
、魅
力
を
高
め
る
活
動
で

ホテルベルビュー長崎出島の朝食 イノシシ肉のハンバーグ（波佐見プレート）
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す
る
ウ
エ
ル
ネ
ス
事
業
部
を
置
く
。そ
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）を
核
に
オ
フ
ィ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
行
う
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

と
長
崎
県
下
に
４
つ
の
ホ
テ
ル
を
運
営
す
る
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ

ホ
テ
ル
ズ
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ホ
テ
ル

ズ
株
式
会
社
は
、長
崎
市
内
で
ホ
テ
ル
ク
オ
ー
レ
長
崎

駅
前
・ホ
テ
ル
ウ
イ
ン
グ
ポ
ー
ト
長
崎
・ホ
テ
ル
ベ
ル

ビ
ュ
ー
長
崎
出
島
の
３
ホ
テ
ル
、そ
し
て
、長
崎
県
波
佐

見
町
で
ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見
を
運
営
す
る
。

（
※
１
）「
愛
の
鉛
筆
」と
い
う
刻
印
入
り
鉛
筆
を
販
売
し
、そ
の
益

金
を
点
字
図
書
館
の
建
設
資
金
や
点
字
図
書
・
補
聴
器

な
ど
の
購
入
資
金
に
充
て
る
た
め
の
募
金
活
動
。

（
※
２
）ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
長
崎
は
、本
社
敷
地
内
の
自
社
プ
ラ
ン

ト
で
地
下
水
を
採
水
す
る
。乳
幼
児
で
も
飲
め
る
ミ
ネ
ラ

ル
バ
ラ
ン
ス
に
調
整
。安
全
安
心
な
飲
料
水
を
自
社
配
送

で
提
供
し
て
い
る
。

　
１
９
４
６
年
、創
業
者
・ほ
ん 

だ  

か 

す
え

本
田
嘉
末
が
長
崎
県
大

村
市
中
諏
訪
で
本
田
文
具
店
を
開
業
。１
９
５
０

年
、視
覚
障
が
い
者
の
読
書
及
び
教
育
環
境
の
改
善

を
目
的
と
す
る「
愛
の
鉛
筆
」運
動（
※
１
）が
福
岡
盲

学
校
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。同
年
、本
田
文
具
店
は

同
運
動
支
援
の
た
め
、九
州
教
具
株
式
会
社
へ
組
織

変
更
し
、鉛
筆
の
発
注
、卸
売
を
一
手
に
担
う
。「
愛

の
鉛
筆
」運
動
は
約
５
年
間
続
き
、一
都
二
府
十
五

県
の
全
国
へ
広
が
っ
た
。

　
戦
前
・
戦
中
は
学
校
長
を
務
め
教
育
者
で
あ
っ
た

創
業
者
は
、社
是「
誠
実
に
し
て 

正
確
を
旨
と
し 
社

会
に
貢
献
す
べ
し
」を
掲
げ
、事
業
家
と
し
て
教
育
に

関
わ
り
、社
会
貢
献
を
目
指
し
た
。以
後
70
年
を
経

て
、九
州
教
具
株
式
会
社
は
事
業
を
拡
大
、長
崎
県

一
円
か
ら
福
岡
県
へ
も
進
出
す
る
。

　
２
０
２
１
年
８
月
、各
事
業
部
を
再
編
し
、各
法
人

化
し
て
３
社
体
制
と
な
る
。九
州
教
具
株
式
会
社
に

は
、グ
ル
ー
プ
統
括
機
能
の
事
業
統
括
部
と
事
業
開

発
部
、そ
し
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
長
崎（
※
２
）を
運
営

（
※
３
）Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営（C

reating Shared V
alue

）経
営
戦

略
論
の
大
家
マ
イ
ケ
ル・ポ
ー
タ
ー
と
マ
ー
ク・ク
ラ
マ
ー
が

発
表
。Ｃ
Ｓ
Ｖ
は
社
会
貢
献
と
利
益
追
求
を
両
立
。事
業

経
営
か
ら
社
会
課
題
を
解
決
し
、利
潤
を
追
求
す
る
戦

略
的
な
経
営
理
論
と
な
っ
て
い
る
。

（
※
４
）パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
は
、そ
の
時
代
や
分
野
に
お
い
て
当

然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
認
識
や
思
想
、社
会
全
体

の
価
値
観
な
ど
が
革
命
的・劇
的
に
変
化
す
る
こ
と
。

　
船
橋
社
長
が
経
営
の
根
幹
に
据
え
て
い
る
の
は
、

Ｃ
Ｓ
Ｖ（
※
３
）（
共
有
価
値
の
創
出
）で
あ
る
。２
０
１
１

年
に
発
表
さ
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
理
論
。創
業
以
来
の

社
是〝
社
会
に
貢
献
す
べ
し
〞の
正
し
さ
が
学
問
的
に

も
証
明
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。そ
の
後
２
０
１
５
年
、

国
連
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
宣
言
が
行
わ
れ
、持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
へ
向
け
、様
々
な
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み

が
世
界
中
で
一
気
に
広
が
る
。

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
で
は
、Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
の
一
環

と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
取
り
入
れ
、活
動
を
開
始
す
る
。

ま
た
船
橋
社
長
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
、資
本
主
義
や
共
産

主
義
に
続
く
、新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
誕
生
で
あ

り
、世
界
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト（
※
４
）が
起
こ
っ
て

い
る
」と
捉
え
る
。現
代
は
時
代
の
大
き
な
転
換
期
。

過
去
の
成
功
体
験
や
価
値
観
を
思
い
切
っ
て
捨
て
な

け
れ
ば
、決
し
て
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
も

Ｄ
Ｘ
と
同
じ
。Ｄ
Ｘ
が
一
向
に
進
ま
な
い
の
も
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
分
か
ら
な
い
の
も
同
じ
理
由
か
ら
だ
」と
船

橋
社
長
は
考
え
て
い
る
。

成
果
を
上
げ
た
団
体
を
選
ん
で
い
る
。本
年
は「
地

域
か
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」が
テ
ー
マ
で
あ
り
、九
州
教
具

グ
ル
ー
プ
は
、地
域
の
持
続
的
発
展
へ
の
取
り
組
み

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
地
元
新
聞
社
の
推
薦
に
加
え
、最
終
選
考
に
は
現

地
調
査
が
行
わ
れ
、東
京
か
ら
選
考
委
員
が
九
州
教

具
グ
ル
ー
プ
を
訪
問
し
、審
査
が
行
わ
れ
た
。「
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
活
動
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、事
業
利
益
に

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
全
国
で
も
珍
し
く
、大
変
素
晴

ら
し
い
」と
全
国
で
唯
一「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
企
業
賞
」が
授

与
さ
れ
た
。

評
価・昇
格
を
行
う
為
、国
籍
や
性
別・年
齢
に
関
係
な
く
、

能
力・成
果
に
基
づ
い
た
昇
格
試
験
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

（
直
近
４
年
の
採
用
実
績
、女
性
50
％
、外
国
人
18
％ 

２
０
２
２
年
４
月
現
在
）

イ
ノ
シ
シ
肉
料
理
の
提
供

ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
品
ロ
ス
削
減

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
宿
泊
客
が
激
減
し

た
。ホ
テ
ル
事
業
に
と
っ
て
完
全
な
逆
風
下
、空
い
た
時
間
を

〝
福
音
〞と
捉
え
、現
場
の
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
か
ら
新
サ
ー
ビ
ス

が
生
ま
れ
て
い
る
。「
ど
ん
ど
ん
妄
想
し
て
く
れ
。新
し
い
ア

イ
デ
ィ
ア
を
提
案
し
て
く
れ
」と
日
頃
よ
り
発
破
を
か
け
る

船
橋
社
長
が
驚
く
ほ
ど
、斬
新
な
プ
ラ
ン
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

次
々
と
提
案
さ
れ
た
。

　
波
佐
見
町
で
は
、野
生
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
耕
地
の
獣

害
被
害
が
深
刻
化
。年
間
約
８
０
０
頭
も
捕
獲
さ
れ
る
イ

ノ
シ
シ
を
夕
食
の
メ
イ
ン
食
材
へ
、ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波

佐
見
か
ら
の
提
案
だ
っ
た
。ジ
ビ
エ
料
理
と
し
て
地
域
の
活

性
化
に
も
貢
献
、ま
た
地
元
食
材
の
使
用
で
輸
入
食
材（
牛

肉
・
豚
肉
）に
比
べ
、Ⅴ
Ｗ（
※
６
）の
削
減
に
も
つ
な
が
る
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
思
考
に
基
づ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
。「
レ
ス
ト
ラ
ン

存
在
感
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、社
会
全
体
が
世
代
交

代
の
時
を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
船
橋
社
長
は
実
感
す
る
。

　
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
は
、企
業

や
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
す

る
。中
で
も
長
崎
県
川
棚
町
、東
彼
杵
町
に
お
け
る

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
事
業
は
、全
国
的
に
も
高
く
評

価
さ
れ
て
お
り
、昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
リ
モ
ー
ト

授
業
な
ど
で
も
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
。（
川
棚
町

は
、２
０
２
０
年
公
立
学
校
情
報
化
ラ
ン
キ
ン
グ
で

全
国
約
１
，７
０
０
自
治
体
中
37
位
）

　
船
橋
社
長
は
、学
校
や
教
育
委
員
会
で
講
演
を
依

頼
さ
れ
る
機
会
が
多
く
、Ｚ
世
代
と
触
れ
合
い
な
が

ら
、彼
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
対
す
る
価
値
観
や
デ
ジ
タ
ル

感
覚
を
直
接
知
る
、数
少
な
い
経
営
者
で
も
あ
る
。

　
ま
た
自
社
内
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ・Ｄ
Ｘ
推
進
と
し
て
会

議
の
全
面
的
オ
ン
ラ
イ
ン
化
へ
踏
み
切
っ
て
い
る
。結

果
、時
間
効
率・生
産
性
の
向
上
だ
け
で
な
く
、現
場

ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
か
ら
社
長
へ
の
事
業
提
案
が
活
発

化
。社
員
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
提
案
か
ら
事
業
サ
ー
ビ

ス
が
生
ま
れ
る
サ
イ
ク
ル
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

（
※
５
）Ｚ
世
代
と
は
、生
れ
な
が
ら
の
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ

る
初
の
世
代
。概
ね
90
年
代
半
ば
か
ら
、２
０
１
０
年
代

は
じ
め
に
生
ま
れ
た
世
代
。現
在
年
齢
は
、小
学
生
高
学

年
か
ら
20
代
半
ば
の
世
代
。

長
崎
県
波
佐
見
町
の
地
方
創
生

　
波
佐
見
町
で
は
、以
前
か
ら
地
域
振
興
の
起
点
と

な
る
ホ
テ
ル
の
招
致
を
行
っ
て
い
た
。Ｊ
Ｒ
駅
も
無

く
、有
名
な
観
光
地
で
も
な
い
。普
通
な
ら
進
出
し

な
い
場
所
だ
が
、船
橋
社
長
は
ホ
テ
ル
の
建
設
を
決

め
る
。２
０
１
５
年
、ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　
船
橋
社
長
は
、九
州
教
具
株
式
会
社
へ
入
社
し
た

直
後
か
ら
、長
崎
県
全
域
で
飛
び
込
み
訪
問
を
行

う
。「
波
佐
見
で
は
家
族
の
誰
か
が
陶
磁
器
の
製
造

に
従
事
し
て
い
る
。波
佐
見
焼
に
囲
ま
れ
て
生
活
し

て
い
る
。だ
か
ら
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
も
、非
常
に
セ

ン
ス
の
良
さ
を
感
じ
て
い
た
」波
佐
見
で
暮
ら
す
地

元
の
人
々
と
触
れ
合
っ
た
原
体
験
が
ホ
テ
ル
進
出
の

決
め
手
と
な
っ
た
。

　
今
で
こ
そ
、波
佐
見
焼
は「
現
代
的
な
セ
ン
ス
あ
る

陶
器
」と
し
て
若
者
に
も
人
気
だ
が
、デ
ザ
イ
ン
か
ら

全
工
程
を
外
部
に
委
託
す
る
こ
と
な
く
、地
元
の
職

人
が
分
業
し
て
い
る
。最
近
で
は
、町
に
若
者
の
姿
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。陶
芸
を
学
ぶ
美
大
生
、地
方

創
生
を
研
究
す
る
大
学
生
、そ
し
て
オ
フ
ィ
ス
に
捉
わ

れ
な
い
新
し
い
働
き
方
を
実
践
す
る
若
者
た
ち
。

　
船
橋
社
長
が
ホ
テ
ル
建
設
地
を
波
佐
見
温
泉

「
ゆ
う 

じ 

ろ
う

湯
治
楼
」ま
で
徒
歩
１
分
の
場
所
に
決
め
た
の
は
、

新
た
な
時
代
に
お
け
る
働
き
方
を
想
定
し
た「
仕
事

と
湯
と
リ
ゾ
ー
ト
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
っ
た
か

ら
だ
。ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
自
由
な
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
イ

ル
と
、温
泉
を
は
じ
め
と
す
る
ゆ
と
り
あ
る
リ
ゾ
ー
ト

の
融
合
。ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見
は
そ
う
いっ
た

滞
在
型
ホ
テ
ル
で
あ
り
、今
注
目
さ
れ
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
先
取
り
し
た
ホ
テ
ル
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
先
述
の
学
校
教
育
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
普
及
、イ
ノ

シ
シ
肉
料
理
に
よ
る
地
産
地
消
、折
鶴
焼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

バ
ッ
ジ
制
作
、そ
し
て
滞
在
型
ホ
テ
ル
で
は
外
部
か
ら

人
を
呼
び
込
み
地
域
振
興
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

全
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活

動
が
繋
が
っ
て
お

り
、点
か
ら
線
へ
、

そ
し
て
面
へ
と
拡

が
っ
て
い
る
。ま
さ

に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践

に
よ
る
地
方
創
生

モ
デ
ル
事
例
と
言

え
る
。

新
メ
ニュ
ー
提
案
と
し
て
、生
け
捕
ら
れ
た
イ
ノ
シ
シ
が
全
面

に
写
る
ス
ラ
イ
ド
資
料
に
、ま
ず
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」と
笑
い
な

が
ら
船
橋
社
長
は
と
て
も
満
足
げ
。

　
他
に
も
、ホ
テ
ル
ベ
ル
ビ
ュ
ー
長
崎
出
島
か
ら
、食
品
ロ
ス
の

削
減
を
念
頭
に
、朝
食
リ
ニュ
ー
ア
ル
の
新
メ
ニュ
ー
が
提
案
さ

れ
た
。朝
食
を
楽
し
み
に
来
て
い
た
だ
け
る
メ
ニュ
ー
へ
全
面
的

に
見
直
し
、値
段
は
５
０
０
円
ア
ッ
プ
す
る
。こ
の
大
胆
な
発

想
に
も
驚
い
た
が
、船
橋
社
長
は
そ
の
場
で
Ｏ
Ｋ
を
出
し
た
。

　
い
ず
れ
も
お
客
様
や
予
約
サ
イ
ト
か
ら
大
変
好
評
を
得
て

お
り
、ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
社
長
へ
直
接
、提

案
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
成
功
体
験
が
生
ま
れ
て
い
る
。社

員
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
か
ら
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出

し
、事
業
化
さ
れ
る
企
業
風
土
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
※
６
）Ⅴ
Ｗ
と
は
バ
ー
チ
ャ
ル・ウ
ォ
ー
タ
ー
の
略
。食
料
や
畜
産
物
を
輸
入

す
る
消
費
国
が
自
国
で
そ
れ
ら
を
生
育
す
る
時
に
必
要
な
水
の
量

を
推
定
。日
本
の
年
間
Ⅴ
Ｗ
輸
入
量
は
約
８
０
０
億
㎥
。間
接
的
な

水
資
源
の
枯
渇
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

が
発
案
。２
０
０
６
年
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が「
ピ
ー
ス
折
り
鶴

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
さ

れ
た
お
客
様
に
鶴
を
折
っ
て
い
た
だ
き
、毎
年
、８
月
９
日

（
長
崎
原
爆
の
日
）、長
崎
原
爆
資
料
館
へ
献
納
す
る
。同
資

料
館
に
は
、日
本
全
国・世
界
中
か
ら
平
和
へ
の
願
い
を
乗
せ

た
折
り
鶴
が
寄
せ
ら
れ
る
。そ
の
量
は
毎
年
数
ト
ン
に
も
上

り
、民
間
の
倉
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
折
り
鶴
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
の
が「
折
鶴
焼
」

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
。九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
が
発
案
し
、一
般
社

団
法
人

こ
ん  

ぷ
　
ら   

し
ゃ

金
富
良
舎
が
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
。金
富
良
舎

は
、波
佐
見
の
若
手
が
集
い
、波
佐
見
発
信
の
新
し
い
文
化

や
価
値
観
を
創
り
出
す
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
制
作
の
依
頼

を
受
け
た
金
富
良
舎
は「
折
鶴
焼
で
作
っ
て
は
ど
う
か
？
」と

い
う
提
案
を
行
っ
た
。折
鶴
焼
は
原
爆
資
料
館
や
平
和
公
園

に
寄
贈
さ
れ
た
折
り
鶴
を
燃
や
し
、そ
の
灰
を
釉
薬
に
混
ぜ

て
焼
成
す
る
技
法
。不
純
物
で
あ
る
灰
は
ム
ラ
や
斑
点
を
発

生
さ
せ
る
。こ
れ
ら
売
り
物
に
で
き
な
い
キ
ズ
を
折
鶴
焼
は

良
と
す
る
。こ
の
キ
ズ
こ
そ「
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
16
」へ
の
願
い
が
こ
も
っ
た
証
だ
か
ら
だ
。発
売
か
ら

約
２
年
、こ
の
バ
ッ
ジ
は
企
業
・
団
体
・
行
政
な
ど
長
崎
県
内

様
々
な
場
所
で
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
と

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
に
つ
い
て

企
業・教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
支
援

生
産
性
の
高
い
職
場
環
境
の
実
現

　「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
Ｄ
Ｘ
は
一
体
の
も
の
で
も
あ
る
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）の
活
用
等
、Ｄ
Ｘ
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動・様
々
な
社
会
課
題
が

解
決
し
や
す
く
な
る
と
船
橋
社
長
は
自
身
の
経
験
か

ら
語
る
。米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
は
グ
ー
グ
ル
本
社

を
訪
ね
、ま
た
Ｉ
Ｔ
先
進
国
エ
ス
ト
ニ
ア
も
社
員
と
視

察
。キ
ュ
ー
バ
へ
も
社
員
を
派
遣
す
る
等
、最
先
端
の

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
社
会
進
化
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
世
界
的
な
Ｄ
Ｘ
進
化
の
背
景
に
は
、生

ま
れ
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
親
し
み
、上
の
世
代
と

は
情
報
入
手・学
び
方
か
ら
考
え
方・価
値
観
ま
で
、

全
く
異
な
る
Ｚ
世
代（
※
５
）の
存
在
が
あ
る
。彼
ら
の

「
ピ
ー
ス
折
り
鶴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
る
平
和
推
進
の
活
動

「
折
鶴
焼
」に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
の
制
作

　
被
爆
地・長
崎
に
宿
泊
さ
れ
た
お
客
様
へ
、長
崎
ら
し
い
思

い
出
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
と
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ

上.オンライン会議風景／下.九州教具グループで活躍する外国人社員

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
平
等
性
の
促
進

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
で
は
、女
性
の
活
躍
推
進（
特
に
子

供
が
い
る
社
員
の
支
援
制
度
等
）や
外
国
人
の
採
用
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
。育
休
明
け
の
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
導
入
、各
人
の
状
況
に
応
じ
た
時
短
勤
務
や
時
間
単
位
の

有
休
制
度
の
導
入
等
、社
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
を
行
う
。

　
ま
た
採
用
時
に
は
、性
別
・
国
籍
等
の
要
件
は
入
れ
ず
、

能
力
に
よ
り
合
否
を
判
定
。入
社
後
も
公
正・公
平
な
人
事

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
は
、今
年
１
月「
第
12
回 

地
域
再
生
大
賞 

特
別
賞
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
企
業
賞
」を
受

賞
。毎
年
、全
国
の
地
方
新
聞
46
社
と
共
同
通
信
社

が
、地
域
に
活
力
を
与
え
、魅
力
を
高
め
る
活
動
で

ホテルベルビュー長崎出島の朝食 イノシシ肉のハンバーグ（波佐見プレート）
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す
る
ウ
エ
ル
ネ
ス
事
業
部
を
置
く
。そ
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）を
核
に
オ
フ
ィ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
行
う
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

と
長
崎
県
下
に
４
つ
の
ホ
テ
ル
を
運
営
す
る
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ

ホ
テ
ル
ズ
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ホ
テ
ル

ズ
株
式
会
社
は
、長
崎
市
内
で
ホ
テ
ル
ク
オ
ー
レ
長
崎

駅
前
・ホ
テ
ル
ウ
イ
ン
グ
ポ
ー
ト
長
崎
・ホ
テ
ル
ベ
ル

ビ
ュ
ー
長
崎
出
島
の
３
ホ
テ
ル
、そ
し
て
、長
崎
県
波
佐

見
町
で
ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見
を
運
営
す
る
。

（
※
１
）「
愛
の
鉛
筆
」と
い
う
刻
印
入
り
鉛
筆
を
販
売
し
、そ
の
益

金
を
点
字
図
書
館
の
建
設
資
金
や
点
字
図
書
・
補
聴
器

な
ど
の
購
入
資
金
に
充
て
る
た
め
の
募
金
活
動
。

（
※
２
）ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
長
崎
は
、本
社
敷
地
内
の
自
社
プ
ラ
ン

ト
で
地
下
水
を
採
水
す
る
。乳
幼
児
で
も
飲
め
る
ミ
ネ
ラ

ル
バ
ラ
ン
ス
に
調
整
。安
全
安
心
な
飲
料
水
を
自
社
配
送

で
提
供
し
て
い
る
。

　
１
９
４
６
年
、創
業
者
・ほ
ん 

だ  

か 

す
え

本
田
嘉
末
が
長
崎
県
大

村
市
中
諏
訪
で
本
田
文
具
店
を
開
業
。１
９
５
０

年
、視
覚
障
が
い
者
の
読
書
及
び
教
育
環
境
の
改
善

を
目
的
と
す
る「
愛
の
鉛
筆
」運
動（
※
１
）が
福
岡
盲

学
校
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。同
年
、本
田
文
具
店
は

同
運
動
支
援
の
た
め
、九
州
教
具
株
式
会
社
へ
組
織

変
更
し
、鉛
筆
の
発
注
、卸
売
を
一
手
に
担
う
。「
愛

の
鉛
筆
」運
動
は
約
５
年
間
続
き
、一
都
二
府
十
五

県
の
全
国
へ
広
が
っ
た
。

　
戦
前
・
戦
中
は
学
校
長
を
務
め
教
育
者
で
あ
っ
た

創
業
者
は
、社
是「
誠
実
に
し
て 

正
確
を
旨
と
し 

社

会
に
貢
献
す
べ
し
」を
掲
げ
、事
業
家
と
し
て
教
育
に

関
わ
り
、社
会
貢
献
を
目
指
し
た
。以
後
70
年
を
経

て
、九
州
教
具
株
式
会
社
は
事
業
を
拡
大
、長
崎
県

一
円
か
ら
福
岡
県
へ
も
進
出
す
る
。

　
２
０
２
１
年
８
月
、各
事
業
部
を
再
編
し
、各
法
人

化
し
て
３
社
体
制
と
な
る
。九
州
教
具
株
式
会
社
に

は
、グ
ル
ー
プ
統
括
機
能
の
事
業
統
括
部
と
事
業
開

発
部
、そ
し
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
長
崎（
※
２
）を
運
営

（
※
３
）Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営（C

reating Shared V
alue

）経
営
戦

略
論
の
大
家
マ
イ
ケ
ル・ポ
ー
タ
ー
と
マ
ー
ク・ク
ラ
マ
ー
が

発
表
。Ｃ
Ｓ
Ｖ
は
社
会
貢
献
と
利
益
追
求
を
両
立
。事
業

経
営
か
ら
社
会
課
題
を
解
決
し
、利
潤
を
追
求
す
る
戦

略
的
な
経
営
理
論
と
な
っ
て
い
る
。

（
※
４
）パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
は
、そ
の
時
代
や
分
野
に
お
い
て
当

然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
認
識
や
思
想
、社
会
全
体

の
価
値
観
な
ど
が
革
命
的・劇
的
に
変
化
す
る
こ
と
。

　
船
橋
社
長
が
経
営
の
根
幹
に
据
え
て
い
る
の
は
、

Ｃ
Ｓ
Ｖ（
※
３
）（
共
有
価
値
の
創
出
）で
あ
る
。２
０
１
１

年
に
発
表
さ
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
理
論
。創
業
以
来
の

社
是〝
社
会
に
貢
献
す
べ
し
〞の
正
し
さ
が
学
問
的
に

も
証
明
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。そ
の
後
２
０
１
５
年
、

国
連
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
宣
言
が
行
わ
れ
、持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
へ
向
け
、様
々
な
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み

が
世
界
中
で
一
気
に
広
が
る
。

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
で
は
、Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
の
一
環

と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
取
り
入
れ
、活
動
を
開
始
す
る
。

ま
た
船
橋
社
長
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
、資
本
主
義
や
共
産

主
義
に
続
く
、新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
誕
生
で
あ

り
、世
界
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト（
※
４
）が
起
こ
っ
て

い
る
」と
捉
え
る
。現
代
は
時
代
の
大
き
な
転
換
期
。

過
去
の
成
功
体
験
や
価
値
観
を
思
い
切
っ
て
捨
て
な

け
れ
ば
、決
し
て
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
も

Ｄ
Ｘ
と
同
じ
。Ｄ
Ｘ
が
一
向
に
進
ま
な
い
の
も
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
分
か
ら
な
い
の
も
同
じ
理
由
か
ら
だ
」と
船

橋
社
長
は
考
え
て
い
る
。

成
果
を
上
げ
た
団
体
を
選
ん
で
い
る
。本
年
は「
地

域
か
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」が
テ
ー
マ
で
あ
り
、九
州
教
具

グ
ル
ー
プ
は
、地
域
の
持
続
的
発
展
へ
の
取
り
組
み

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
地
元
新
聞
社
の
推
薦
に
加
え
、最
終
選
考
に
は
現

地
調
査
が
行
わ
れ
、東
京
か
ら
選
考
委
員
が
九
州
教

具
グ
ル
ー
プ
を
訪
問
し
、審
査
が
行
わ
れ
た
。「
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
活
動
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、事
業
利
益
に

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
全
国
で
も
珍
し
く
、大
変
素
晴

ら
し
い
」と
全
国
で
唯
一「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
企
業
賞
」が
授

与
さ
れ
た
。

評
価・昇
格
を
行
う
為
、国
籍
や
性
別・年
齢
に
関
係
な
く
、

能
力・成
果
に
基
づ
い
た
昇
格
試
験
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

（
直
近
４
年
の
採
用
実
績
、女
性
50
％
、外
国
人
18
％ 

２
０
２
２
年
４
月
現
在
）

イ
ノ
シ
シ
肉
料
理
の
提
供

ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
品
ロ
ス
削
減

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
宿
泊
客
が
激
減
し

た
。ホ
テ
ル
事
業
に
と
っ
て
完
全
な
逆
風
下
、空
い
た
時
間
を

〝
福
音
〞と
捉
え
、現
場
の
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
か
ら
新
サ
ー
ビ
ス

が
生
ま
れ
て
い
る
。「
ど
ん
ど
ん
妄
想
し
て
く
れ
。新
し
い
ア

イ
デ
ィ
ア
を
提
案
し
て
く
れ
」と
日
頃
よ
り
発
破
を
か
け
る

船
橋
社
長
が
驚
く
ほ
ど
、斬
新
な
プ
ラ
ン
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

次
々
と
提
案
さ
れ
た
。

　
波
佐
見
町
で
は
、野
生
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
耕
地
の
獣

害
被
害
が
深
刻
化
。年
間
約
８
０
０
頭
も
捕
獲
さ
れ
る
イ

ノ
シ
シ
を
夕
食
の
メ
イ
ン
食
材
へ
、ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波

佐
見
か
ら
の
提
案
だ
っ
た
。ジ
ビ
エ
料
理
と
し
て
地
域
の
活

性
化
に
も
貢
献
、ま
た
地
元
食
材
の
使
用
で
輸
入
食
材（
牛

肉
・
豚
肉
）に
比
べ
、Ⅴ
Ｗ（
※
６
）の
削
減
に
も
つ
な
が
る
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
思
考
に
基
づ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
。「
レ
ス
ト
ラ
ン

存
在
感
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、社
会
全
体
が
世
代
交

代
の
時
を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
船
橋
社
長
は
実
感
す
る
。

　
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
は
、企
業

や
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
す

る
。中
で
も
長
崎
県
川
棚
町
、東
彼
杵
町
に
お
け
る

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
事
業
は
、全
国
的
に
も
高
く
評

価
さ
れ
て
お
り
、昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
リ
モ
ー
ト

授
業
な
ど
で
も
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
。（
川
棚
町

は
、２
０
２
０
年
公
立
学
校
情
報
化
ラ
ン
キ
ン
グ
で

全
国
約
１
，７
０
０
自
治
体
中
37
位
）

　
船
橋
社
長
は
、学
校
や
教
育
委
員
会
で
講
演
を
依

頼
さ
れ
る
機
会
が
多
く
、Ｚ
世
代
と
触
れ
合
い
な
が

ら
、彼
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
対
す
る
価
値
観
や
デ
ジ
タ
ル

感
覚
を
直
接
知
る
、数
少
な
い
経
営
者
で
も
あ
る
。

　
ま
た
自
社
内
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ・Ｄ
Ｘ
推
進
と
し
て
会

議
の
全
面
的
オ
ン
ラ
イ
ン
化
へ
踏
み
切
っ
て
い
る
。結

果
、時
間
効
率・生
産
性
の
向
上
だ
け
で
な
く
、現
場

ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
か
ら
社
長
へ
の
事
業
提
案
が
活
発

化
。社
員
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
提
案
か
ら
事
業
サ
ー
ビ

ス
が
生
ま
れ
る
サ
イ
ク
ル
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

（
※
５
）Ｚ
世
代
と
は
、生
れ
な
が
ら
の
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ

る
初
の
世
代
。概
ね
90
年
代
半
ば
か
ら
、２
０
１
０
年
代

は
じ
め
に
生
ま
れ
た
世
代
。現
在
年
齢
は
、小
学
生
高
学

年
か
ら
20
代
半
ば
の
世
代
。

長
崎
県
波
佐
見
町
の
地
方
創
生

　
波
佐
見
町
で
は
、以
前
か
ら
地
域
振
興
の
起
点
と

な
る
ホ
テ
ル
の
招
致
を
行
っ
て
い
た
。Ｊ
Ｒ
駅
も
無

く
、有
名
な
観
光
地
で
も
な
い
。普
通
な
ら
進
出
し

な
い
場
所
だ
が
、船
橋
社
長
は
ホ
テ
ル
の
建
設
を
決

め
る
。２
０
１
５
年
、ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　
船
橋
社
長
は
、九
州
教
具
株
式
会
社
へ
入
社
し
た

直
後
か
ら
、長
崎
県
全
域
で
飛
び
込
み
訪
問
を
行

う
。「
波
佐
見
で
は
家
族
の
誰
か
が
陶
磁
器
の
製
造

に
従
事
し
て
い
る
。波
佐
見
焼
に
囲
ま
れ
て
生
活
し

て
い
る
。だ
か
ら
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
も
、非
常
に
セ

ン
ス
の
良
さ
を
感
じ
て
い
た
」波
佐
見
で
暮
ら
す
地

元
の
人
々
と
触
れ
合
っ
た
原
体
験
が
ホ
テ
ル
進
出
の

決
め
手
と
な
っ
た
。

　
今
で
こ
そ
、波
佐
見
焼
は「
現
代
的
な
セ
ン
ス
あ
る

陶
器
」と
し
て
若
者
に
も
人
気
だ
が
、デ
ザ
イ
ン
か
ら

全
工
程
を
外
部
に
委
託
す
る
こ
と
な
く
、地
元
の
職

人
が
分
業
し
て
い
る
。最
近
で
は
、町
に
若
者
の
姿
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。陶
芸
を
学
ぶ
美
大
生
、地
方

創
生
を
研
究
す
る
大
学
生
、そ
し
て
オ
フ
ィ
ス
に
捉
わ

れ
な
い
新
し
い
働
き
方
を
実
践
す
る
若
者
た
ち
。

　
船
橋
社
長
が
ホ
テ
ル
建
設
地
を
波
佐
見
温
泉

「
ゆ
う 

じ 

ろ
う

湯
治
楼
」ま
で
徒
歩
１
分
の
場
所
に
決
め
た
の
は
、

新
た
な
時
代
に
お
け
る
働
き
方
を
想
定
し
た「
仕
事

と
湯
と
リ
ゾ
ー
ト
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
っ
た
か

ら
だ
。ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
自
由
な
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
イ

ル
と
、温
泉
を
は
じ
め
と
す
る
ゆ
と
り
あ
る
リ
ゾ
ー
ト

の
融
合
。ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見
は
そ
う
いっ
た

滞
在
型
ホ
テ
ル
で
あ
り
、今
注
目
さ
れ
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
先
取
り
し
た
ホ
テ
ル
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
先
述
の
学
校
教
育
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
普
及
、イ
ノ

シ
シ
肉
料
理
に
よ
る
地
産
地
消
、折
鶴
焼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

バ
ッ
ジ
制
作
、そ
し
て
滞
在
型
ホ
テ
ル
で
は
外
部
か
ら

人
を
呼
び
込
み
地
域
振
興
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

全
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活

動
が
繋
が
っ
て
お

り
、点
か
ら
線
へ
、

そ
し
て
面
へ
と
拡

が
っ
て
い
る
。ま
さ

に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践

に
よ
る
地
方
創
生

モ
デ
ル
事
例
と
言

え
る
。

新
メ
ニュ
ー
提
案
と
し
て
、生
け
捕
ら
れ
た
イ
ノ
シ
シ
が
全
面

に
写
る
ス
ラ
イ
ド
資
料
に
、ま
ず
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」と
笑
い
な

が
ら
船
橋
社
長
は
と
て
も
満
足
げ
。

　
他
に
も
、ホ
テ
ル
ベ
ル
ビ
ュ
ー
長
崎
出
島
か
ら
、食
品
ロ
ス
の

削
減
を
念
頭
に
、朝
食
リ
ニュ
ー
ア
ル
の
新
メ
ニュ
ー
が
提
案
さ

れ
た
。朝
食
を
楽
し
み
に
来
て
い
た
だ
け
る
メ
ニュ
ー
へ
全
面
的

に
見
直
し
、値
段
は
５
０
０
円
ア
ッ
プ
す
る
。こ
の
大
胆
な
発

想
に
も
驚
い
た
が
、船
橋
社
長
は
そ
の
場
で
Ｏ
Ｋ
を
出
し
た
。

　
い
ず
れ
も
お
客
様
や
予
約
サ
イ
ト
か
ら
大
変
好
評
を
得
て

お
り
、ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
社
長
へ
直
接
、提

案
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
成
功
体
験
が
生
ま
れ
て
い
る
。社

員
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
か
ら
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出

し
、事
業
化
さ
れ
る
企
業
風
土
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
※
６
）Ⅴ
Ｗ
と
は
バ
ー
チ
ャ
ル・ウ
ォ
ー
タ
ー
の
略
。食
料
や
畜
産
物
を
輸
入

す
る
消
費
国
が
自
国
で
そ
れ
ら
を
生
育
す
る
時
に
必
要
な
水
の
量

を
推
定
。日
本
の
年
間
Ⅴ
Ｗ
輸
入
量
は
約
８
０
０
億
㎥
。間
接
的
な

水
資
源
の
枯
渇
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

が
発
案
。２
０
０
６
年
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が「
ピ
ー
ス
折
り
鶴

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
さ

れ
た
お
客
様
に
鶴
を
折
っ
て
い
た
だ
き
、毎
年
、８
月
９
日

（
長
崎
原
爆
の
日
）、長
崎
原
爆
資
料
館
へ
献
納
す
る
。同
資

料
館
に
は
、日
本
全
国・世
界
中
か
ら
平
和
へ
の
願
い
を
乗
せ

た
折
り
鶴
が
寄
せ
ら
れ
る
。そ
の
量
は
毎
年
数
ト
ン
に
も
上

り
、民
間
の
倉
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
折
り
鶴
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
の
が「
折
鶴
焼
」

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
。九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
が
発
案
し
、一
般
社

団
法
人

こ
ん  

ぷ
　
ら   

し
ゃ

金
富
良
舎
が
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
。金
富
良
舎

は
、波
佐
見
の
若
手
が
集
い
、波
佐
見
発
信
の
新
し
い
文
化

や
価
値
観
を
創
り
出
す
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
制
作
の
依
頼

を
受
け
た
金
富
良
舎
は「
折
鶴
焼
で
作
っ
て
は
ど
う
か
？
」と

い
う
提
案
を
行
っ
た
。折
鶴
焼
は
原
爆
資
料
館
や
平
和
公
園

に
寄
贈
さ
れ
た
折
り
鶴
を
燃
や
し
、そ
の
灰
を
釉
薬
に
混
ぜ

て
焼
成
す
る
技
法
。不
純
物
で
あ
る
灰
は
ム
ラ
や
斑
点
を
発

生
さ
せ
る
。こ
れ
ら
売
り
物
に
で
き
な
い
キ
ズ
を
折
鶴
焼
は

良
と
す
る
。こ
の
キ
ズ
こ
そ「
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
16
」へ
の
願
い
が
こ
も
っ
た
証
だ
か
ら
だ
。発
売
か
ら

約
２
年
、こ
の
バ
ッ
ジ
は
企
業
・
団
体
・
行
政
な
ど
長
崎
県
内

様
々
な
場
所
で
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

折り鶴とSDGsバッジ 折鶴焼 釉薬掛けの様子

九州では熊本県に続き、長崎県がSDGsを実践する企業・団体を認定する制度を
新設。長崎県SDGs登録の第１期は２４４事業者となった。（熊本県は、第1・2期の2回
で、1,012事業者が登録）九州教具グループの船橋社長は、長崎経済同友会のSDGs委員長を
務め、長崎県全体のSDGs推進をリードする立場でもある。今回のインタビューでは「SDGs×DX
がもたらす未来の社会像」に関して、バーチャル空間の活用・メタバース技術等、様々なお話を
伺った。紙面の都合で全容を描き切れておらず、今後の連載の中でお伝えして行きたい。

企
業・教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
支
援

生
産
性
の
高
い
職
場
環
境
の
実
現

　「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
Ｄ
Ｘ
は
一
体
の
も
の
で
も
あ
る
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）の
活
用
等
、Ｄ
Ｘ
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動・様
々
な
社
会
課
題
が

解
決
し
や
す
く
な
る
と
船
橋
社
長
は
自
身
の
経
験
か

ら
語
る
。米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
は
グ
ー
グ
ル
本
社

を
訪
ね
、ま
た
Ｉ
Ｔ
先
進
国
エ
ス
ト
ニ
ア
も
社
員
と
視

察
。キ
ュ
ー
バ
へ
も
社
員
を
派
遣
す
る
等
、最
先
端
の

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
社
会
進
化
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
世
界
的
な
Ｄ
Ｘ
進
化
の
背
景
に
は
、生

ま
れ
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
親
し
み
、上
の
世
代
と

は
情
報
入
手・学
び
方
か
ら
考
え
方・価
値
観
ま
で
、

全
く
異
な
る
Ｚ
世
代（
※
５
）の
存
在
が
あ
る
。彼
ら
の

「
ピ
ー
ス
折
り
鶴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
る
平
和
推
進
の
活
動

「
折
鶴
焼
」に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
の
制
作

　
被
爆
地・長
崎
に
宿
泊
さ
れ
た
お
客
様
へ
、長
崎
ら
し
い
思

い
出
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
と
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ

ホテルブリスヴィラ波佐見 外観

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
平
等
性
の
促
進

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
で
は
、女
性
の
活
躍
推
進（
特
に
子

供
が
い
る
社
員
の
支
援
制
度
等
）や
外
国
人
の
採
用
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
。育
休
明
け
の
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
導
入
、各
人
の
状
況
に
応
じ
た
時
短
勤
務
や
時
間
単
位
の

有
休
制
度
の
導
入
等
、社
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
を
行
う
。

　
ま
た
採
用
時
に
は
、性
別
・
国
籍
等
の
要
件
は
入
れ
ず
、

能
力
に
よ
り
合
否
を
判
定
。入
社
後
も
公
正・公
平
な
人
事

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
は
、今
年
１
月「
第
12
回 

地
域
再
生
大
賞 

特
別
賞
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
企
業
賞
」を
受

賞
。毎
年
、全
国
の
地
方
新
聞
46
社
と
共
同
通
信
社

が
、地
域
に
活
力
を
与
え
、魅
力
を
高
め
る
活
動
で

36FFG MONTHLY SURVEY Vol.146



シンワラボ 株式会社　代表取締役　加藤 シゲキ
経済産業省 九州経済産業局 SDGsパートナー機関
健康経営エキスパートアドバイザー
https://shinwalab.jp　mail:shigeki.kato@shinwalab.jp

取材ノート

す
る
ウ
エ
ル
ネ
ス
事
業
部
を
置
く
。そ
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）を
核
に
オ
フ
ィ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
行
う
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

と
長
崎
県
下
に
４
つ
の
ホ
テ
ル
を
運
営
す
る
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ

ホ
テ
ル
ズ
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ホ
テ
ル

ズ
株
式
会
社
は
、長
崎
市
内
で
ホ
テ
ル
ク
オ
ー
レ
長
崎

駅
前
・ホ
テ
ル
ウ
イ
ン
グ
ポ
ー
ト
長
崎
・ホ
テ
ル
ベ
ル

ビ
ュ
ー
長
崎
出
島
の
３
ホ
テ
ル
、そ
し
て
、長
崎
県
波
佐

見
町
で
ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見
を
運
営
す
る
。

（
※
１
）「
愛
の
鉛
筆
」と
い
う
刻
印
入
り
鉛
筆
を
販
売
し
、そ
の
益

金
を
点
字
図
書
館
の
建
設
資
金
や
点
字
図
書
・
補
聴
器

な
ど
の
購
入
資
金
に
充
て
る
た
め
の
募
金
活
動
。

（
※
２
）ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
長
崎
は
、本
社
敷
地
内
の
自
社
プ
ラ
ン

ト
で
地
下
水
を
採
水
す
る
。乳
幼
児
で
も
飲
め
る
ミ
ネ
ラ

ル
バ
ラ
ン
ス
に
調
整
。安
全
安
心
な
飲
料
水
を
自
社
配
送

で
提
供
し
て
い
る
。

　
１
９
４
６
年
、創
業
者
・ほ
ん 

だ  

か 

す
え

本
田
嘉
末
が
長
崎
県
大

村
市
中
諏
訪
で
本
田
文
具
店
を
開
業
。１
９
５
０

年
、視
覚
障
が
い
者
の
読
書
及
び
教
育
環
境
の
改
善

を
目
的
と
す
る「
愛
の
鉛
筆
」運
動（
※
１
）が
福
岡
盲

学
校
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。同
年
、本
田
文
具
店
は

同
運
動
支
援
の
た
め
、九
州
教
具
株
式
会
社
へ
組
織

変
更
し
、鉛
筆
の
発
注
、卸
売
を
一
手
に
担
う
。「
愛

の
鉛
筆
」運
動
は
約
５
年
間
続
き
、一
都
二
府
十
五

県
の
全
国
へ
広
が
っ
た
。

　
戦
前
・
戦
中
は
学
校
長
を
務
め
教
育
者
で
あ
っ
た

創
業
者
は
、社
是「
誠
実
に
し
て 

正
確
を
旨
と
し 

社

会
に
貢
献
す
べ
し
」を
掲
げ
、事
業
家
と
し
て
教
育
に

関
わ
り
、社
会
貢
献
を
目
指
し
た
。以
後
70
年
を
経

て
、九
州
教
具
株
式
会
社
は
事
業
を
拡
大
、長
崎
県

一
円
か
ら
福
岡
県
へ
も
進
出
す
る
。

　
２
０
２
１
年
８
月
、各
事
業
部
を
再
編
し
、各
法
人

化
し
て
３
社
体
制
と
な
る
。九
州
教
具
株
式
会
社
に

は
、グ
ル
ー
プ
統
括
機
能
の
事
業
統
括
部
と
事
業
開

発
部
、そ
し
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
長
崎（
※
２
）を
運
営

（
※
３
）Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営（C

reating Shared V
alue

）経
営
戦

略
論
の
大
家
マ
イ
ケ
ル・ポ
ー
タ
ー
と
マ
ー
ク・ク
ラ
マ
ー
が

発
表
。Ｃ
Ｓ
Ｖ
は
社
会
貢
献
と
利
益
追
求
を
両
立
。事
業

経
営
か
ら
社
会
課
題
を
解
決
し
、利
潤
を
追
求
す
る
戦

略
的
な
経
営
理
論
と
な
っ
て
い
る
。

（
※
４
）パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
は
、そ
の
時
代
や
分
野
に
お
い
て
当

然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
認
識
や
思
想
、社
会
全
体

の
価
値
観
な
ど
が
革
命
的・劇
的
に
変
化
す
る
こ
と
。

　
船
橋
社
長
が
経
営
の
根
幹
に
据
え
て
い
る
の
は
、

Ｃ
Ｓ
Ｖ（
※
３
）（
共
有
価
値
の
創
出
）で
あ
る
。２
０
１
１

年
に
発
表
さ
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
理
論
。創
業
以
来
の

社
是〝
社
会
に
貢
献
す
べ
し
〞の
正
し
さ
が
学
問
的
に

も
証
明
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。そ
の
後
２
０
１
５
年
、

国
連
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
宣
言
が
行
わ
れ
、持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
へ
向
け
、様
々
な
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み

が
世
界
中
で
一
気
に
広
が
る
。

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
で
は
、Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
の
一
環

と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
取
り
入
れ
、活
動
を
開
始
す
る
。

ま
た
船
橋
社
長
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
、資
本
主
義
や
共
産

主
義
に
続
く
、新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
誕
生
で
あ

り
、世
界
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト（
※
４
）が
起
こ
っ
て

い
る
」と
捉
え
る
。現
代
は
時
代
の
大
き
な
転
換
期
。

過
去
の
成
功
体
験
や
価
値
観
を
思
い
切
っ
て
捨
て
な

け
れ
ば
、決
し
て
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
も

Ｄ
Ｘ
と
同
じ
。Ｄ
Ｘ
が
一
向
に
進
ま
な
い
の
も
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
分
か
ら
な
い
の
も
同
じ
理
由
か
ら
だ
」と
船

橋
社
長
は
考
え
て
い
る
。

成
果
を
上
げ
た
団
体
を
選
ん
で
い
る
。本
年
は「
地

域
か
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」が
テ
ー
マ
で
あ
り
、九
州
教
具

グ
ル
ー
プ
は
、地
域
の
持
続
的
発
展
へ
の
取
り
組
み

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
地
元
新
聞
社
の
推
薦
に
加
え
、最
終
選
考
に
は
現

地
調
査
が
行
わ
れ
、東
京
か
ら
選
考
委
員
が
九
州
教

具
グ
ル
ー
プ
を
訪
問
し
、審
査
が
行
わ
れ
た
。「
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
活
動
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、事
業
利
益
に

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
全
国
で
も
珍
し
く
、大
変
素
晴

ら
し
い
」と
全
国
で
唯
一「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
企
業
賞
」が
授

与
さ
れ
た
。

評
価・昇
格
を
行
う
為
、国
籍
や
性
別・年
齢
に
関
係
な
く
、

能
力・成
果
に
基
づ
い
た
昇
格
試
験
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

（
直
近
４
年
の
採
用
実
績
、女
性
50
％
、外
国
人
18
％ 

２
０
２
２
年
４
月
現
在
）

イ
ノ
シ
シ
肉
料
理
の
提
供

ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
品
ロ
ス
削
減

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
宿
泊
客
が
激
減
し

た
。ホ
テ
ル
事
業
に
と
っ
て
完
全
な
逆
風
下
、空
い
た
時
間
を

〝
福
音
〞と
捉
え
、現
場
の
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
か
ら
新
サ
ー
ビ
ス

が
生
ま
れ
て
い
る
。「
ど
ん
ど
ん
妄
想
し
て
く
れ
。新
し
い
ア

イ
デ
ィ
ア
を
提
案
し
て
く
れ
」と
日
頃
よ
り
発
破
を
か
け
る

船
橋
社
長
が
驚
く
ほ
ど
、斬
新
な
プ
ラ
ン
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

次
々
と
提
案
さ
れ
た
。

　
波
佐
見
町
で
は
、野
生
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
耕
地
の
獣

害
被
害
が
深
刻
化
。年
間
約
８
０
０
頭
も
捕
獲
さ
れ
る
イ

ノ
シ
シ
を
夕
食
の
メ
イ
ン
食
材
へ
、ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波

佐
見
か
ら
の
提
案
だ
っ
た
。ジ
ビ
エ
料
理
と
し
て
地
域
の
活

性
化
に
も
貢
献
、ま
た
地
元
食
材
の
使
用
で
輸
入
食
材（
牛

肉
・
豚
肉
）に
比
べ
、Ⅴ
Ｗ（
※
６
）の
削
減
に
も
つ
な
が
る
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
思
考
に
基
づ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
。「
レ
ス
ト
ラ
ン

存
在
感
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、社
会
全
体
が
世
代
交

代
の
時
を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
船
橋
社
長
は
実
感
す
る
。

　
Ｑ
-ｂ
ⅰｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
は
、企
業

や
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
す

る
。中
で
も
長
崎
県
川
棚
町
、東
彼
杵
町
に
お
け
る

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
事
業
は
、全
国
的
に
も
高
く
評

価
さ
れ
て
お
り
、昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
リ
モ
ー
ト

授
業
な
ど
で
も
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
。（
川
棚
町

は
、２
０
２
０
年
公
立
学
校
情
報
化
ラ
ン
キ
ン
グ
で

全
国
約
１
，７
０
０
自
治
体
中
37
位
）

　
船
橋
社
長
は
、学
校
や
教
育
委
員
会
で
講
演
を
依

頼
さ
れ
る
機
会
が
多
く
、Ｚ
世
代
と
触
れ
合
い
な
が

ら
、彼
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
対
す
る
価
値
観
や
デ
ジ
タ
ル

感
覚
を
直
接
知
る
、数
少
な
い
経
営
者
で
も
あ
る
。

　
ま
た
自
社
内
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ・Ｄ
Ｘ
推
進
と
し
て
会

議
の
全
面
的
オ
ン
ラ
イ
ン
化
へ
踏
み
切
っ
て
い
る
。結

果
、時
間
効
率・生
産
性
の
向
上
だ
け
で
な
く
、現
場

ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
か
ら
社
長
へ
の
事
業
提
案
が
活
発

化
。社
員
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
提
案
か
ら
事
業
サ
ー
ビ

ス
が
生
ま
れ
る
サ
イ
ク
ル
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

（
※
５
）Ｚ
世
代
と
は
、生
れ
な
が
ら
の
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ

る
初
の
世
代
。概
ね
90
年
代
半
ば
か
ら
、２
０
１
０
年
代

は
じ
め
に
生
ま
れ
た
世
代
。現
在
年
齢
は
、小
学
生
高
学

年
か
ら
20
代
半
ば
の
世
代
。

長
崎
県
波
佐
見
町
の
地
方
創
生

　
波
佐
見
町
で
は
、以
前
か
ら
地
域
振
興
の
起
点
と

な
る
ホ
テ
ル
の
招
致
を
行
っ
て
い
た
。Ｊ
Ｒ
駅
も
無

く
、有
名
な
観
光
地
で
も
な
い
。普
通
な
ら
進
出
し

な
い
場
所
だ
が
、船
橋
社
長
は
ホ
テ
ル
の
建
設
を
決

め
る
。２
０
１
５
年
、ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　
船
橋
社
長
は
、九
州
教
具
株
式
会
社
へ
入
社
し
た

直
後
か
ら
、長
崎
県
全
域
で
飛
び
込
み
訪
問
を
行

う
。「
波
佐
見
で
は
家
族
の
誰
か
が
陶
磁
器
の
製
造

に
従
事
し
て
い
る
。波
佐
見
焼
に
囲
ま
れ
て
生
活
し

て
い
る
。だ
か
ら
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
も
、非
常
に
セ

ン
ス
の
良
さ
を
感
じ
て
い
た
」波
佐
見
で
暮
ら
す
地

元
の
人
々
と
触
れ
合
っ
た
原
体
験
が
ホ
テ
ル
進
出
の

決
め
手
と
な
っ
た
。

　
今
で
こ
そ
、波
佐
見
焼
は「
現
代
的
な
セ
ン
ス
あ
る

陶
器
」と
し
て
若
者
に
も
人
気
だ
が
、デ
ザ
イ
ン
か
ら

全
工
程
を
外
部
に
委
託
す
る
こ
と
な
く
、地
元
の
職

人
が
分
業
し
て
い
る
。最
近
で
は
、町
に
若
者
の
姿
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。陶
芸
を
学
ぶ
美
大
生
、地
方

創
生
を
研
究
す
る
大
学
生
、そ
し
て
オ
フ
ィ
ス
に
捉
わ

れ
な
い
新
し
い
働
き
方
を
実
践
す
る
若
者
た
ち
。

　
船
橋
社
長
が
ホ
テ
ル
建
設
地
を
波
佐
見
温
泉

「
ゆ
う 

じ 

ろ
う

湯
治
楼
」ま
で
徒
歩
１
分
の
場
所
に
決
め
た
の
は
、

新
た
な
時
代
に
お
け
る
働
き
方
を
想
定
し
た「
仕
事

と
湯
と
リ
ゾ
ー
ト
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
っ
た
か

ら
だ
。ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
自
由
な
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
イ

ル
と
、温
泉
を
は
じ
め
と
す
る
ゆ
と
り
あ
る
リ
ゾ
ー
ト

の
融
合
。ホ
テ
ル
ブ
リ
ス
ヴ
ィ
ラ
波
佐
見
は
そ
う
いっ
た

滞
在
型
ホ
テ
ル
で
あ
り
、今
注
目
さ
れ
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
先
取
り
し
た
ホ
テ
ル
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
先
述
の
学
校
教
育
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
普
及
、イ
ノ

シ
シ
肉
料
理
に
よ
る
地
産
地
消
、折
鶴
焼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

バ
ッ
ジ
制
作
、そ
し
て
滞
在
型
ホ
テ
ル
で
は
外
部
か
ら

人
を
呼
び
込
み
地
域
振
興
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

全
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活

動
が
繋
が
っ
て
お

り
、点
か
ら
線
へ
、

そ
し
て
面
へ
と
拡

が
っ
て
い
る
。ま
さ

に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践

に
よ
る
地
方
創
生

モ
デ
ル
事
例
と
言

え
る
。

新
メ
ニュ
ー
提
案
と
し
て
、生
け
捕
ら
れ
た
イ
ノ
シ
シ
が
全
面

に
写
る
ス
ラ
イ
ド
資
料
に
、ま
ず
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」と
笑
い
な

が
ら
船
橋
社
長
は
と
て
も
満
足
げ
。

　
他
に
も
、ホ
テ
ル
ベ
ル
ビ
ュ
ー
長
崎
出
島
か
ら
、食
品
ロ
ス
の

削
減
を
念
頭
に
、朝
食
リ
ニュ
ー
ア
ル
の
新
メ
ニュ
ー
が
提
案
さ

れ
た
。朝
食
を
楽
し
み
に
来
て
い
た
だ
け
る
メ
ニュ
ー
へ
全
面
的

に
見
直
し
、値
段
は
５
０
０
円
ア
ッ
プ
す
る
。こ
の
大
胆
な
発

想
に
も
驚
い
た
が
、船
橋
社
長
は
そ
の
場
で
Ｏ
Ｋ
を
出
し
た
。

　
い
ず
れ
も
お
客
様
や
予
約
サ
イ
ト
か
ら
大
変
好
評
を
得
て

お
り
、ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
社
長
へ
直
接
、提

案
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
成
功
体
験
が
生
ま
れ
て
い
る
。社

員
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
か
ら
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出

し
、事
業
化
さ
れ
る
企
業
風
土
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
※
６
）Ⅴ
Ｗ
と
は
バ
ー
チ
ャ
ル・ウ
ォ
ー
タ
ー
の
略
。食
料
や
畜
産
物
を
輸
入

す
る
消
費
国
が
自
国
で
そ
れ
ら
を
生
育
す
る
時
に
必
要
な
水
の
量

を
推
定
。日
本
の
年
間
Ⅴ
Ｗ
輸
入
量
は
約
８
０
０
億
㎥
。間
接
的
な

水
資
源
の
枯
渇
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

が
発
案
。２
０
０
６
年
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が「
ピ
ー
ス
折
り
鶴

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
さ

れ
た
お
客
様
に
鶴
を
折
っ
て
い
た
だ
き
、毎
年
、８
月
９
日

（
長
崎
原
爆
の
日
）、長
崎
原
爆
資
料
館
へ
献
納
す
る
。同
資

料
館
に
は
、日
本
全
国・世
界
中
か
ら
平
和
へ
の
願
い
を
乗
せ

た
折
り
鶴
が
寄
せ
ら
れ
る
。そ
の
量
は
毎
年
数
ト
ン
に
も
上

り
、民
間
の
倉
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
折
り
鶴
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
の
が「
折
鶴
焼
」

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
。九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
が
発
案
し
、一
般
社

団
法
人

こ
ん  

ぷ
　
ら   

し
ゃ

金
富
良
舎
が
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
。金
富
良
舎

は
、波
佐
見
の
若
手
が
集
い
、波
佐
見
発
信
の
新
し
い
文
化

や
価
値
観
を
創
り
出
す
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
制
作
の
依
頼

を
受
け
た
金
富
良
舎
は「
折
鶴
焼
で
作
っ
て
は
ど
う
か
？
」と

い
う
提
案
を
行
っ
た
。折
鶴
焼
は
原
爆
資
料
館
や
平
和
公
園

に
寄
贈
さ
れ
た
折
り
鶴
を
燃
や
し
、そ
の
灰
を
釉
薬
に
混
ぜ

て
焼
成
す
る
技
法
。不
純
物
で
あ
る
灰
は
ム
ラ
や
斑
点
を
発

生
さ
せ
る
。こ
れ
ら
売
り
物
に
で
き
な
い
キ
ズ
を
折
鶴
焼
は

良
と
す
る
。こ
の
キ
ズ
こ
そ「
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
16
」へ
の
願
い
が
こ
も
っ
た
証
だ
か
ら
だ
。発
売
か
ら

約
２
年
、こ
の
バ
ッ
ジ
は
企
業
・
団
体
・
行
政
な
ど
長
崎
県
内

様
々
な
場
所
で
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

折り鶴とSDGsバッジ 折鶴焼 釉薬掛けの様子

九州では熊本県に続き、長崎県がSDGsを実践する企業・団体を認定する制度を
新設。長崎県SDGs登録の第１期は２４４事業者となった。（熊本県は、第1・2期の2回
で、1,012事業者が登録）九州教具グループの船橋社長は、長崎経済同友会のSDGs委員長を
務め、長崎県全体のSDGs推進をリードする立場でもある。今回のインタビューでは「SDGs×DX
がもたらす未来の社会像」に関して、バーチャル空間の活用・メタバース技術等、様々なお話を
伺った。紙面の都合で全容を描き切れておらず、今後の連載の中でお伝えして行きたい。

企
業・教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
支
援

生
産
性
の
高
い
職
場
環
境
の
実
現

　「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
Ｄ
Ｘ
は
一
体
の
も
の
で
も
あ
る
」

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）の
活
用
等
、Ｄ
Ｘ
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動・様
々
な
社
会
課
題
が

解
決
し
や
す
く
な
る
と
船
橋
社
長
は
自
身
の
経
験
か

ら
語
る
。米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
は
グ
ー
グ
ル
本
社

を
訪
ね
、ま
た
Ｉ
Ｔ
先
進
国
エ
ス
ト
ニ
ア
も
社
員
と
視

察
。キ
ュ
ー
バ
へ
も
社
員
を
派
遣
す
る
等
、最
先
端
の

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
社
会
進
化
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
世
界
的
な
Ｄ
Ｘ
進
化
の
背
景
に
は
、生

ま
れ
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
親
し
み
、上
の
世
代
と

は
情
報
入
手・学
び
方
か
ら
考
え
方・価
値
観
ま
で
、

全
く
異
な
る
Ｚ
世
代（
※
５
）の
存
在
が
あ
る
。彼
ら
の

「
ピ
ー
ス
折
り
鶴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
る
平
和
推
進
の
活
動

「
折
鶴
焼
」に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
バ
ッ
ジ
の
制
作

　
被
爆
地・長
崎
に
宿
泊
さ
れ
た
お
客
様
へ
、長
崎
ら
し
い
思

い
出
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
と
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ

ホテルブリスヴィラ波佐見 外観

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
平
等
性
の
促
進

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
で
は
、女
性
の
活
躍
推
進（
特
に
子

供
が
い
る
社
員
の
支
援
制
度
等
）や
外
国
人
の
採
用
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
。育
休
明
け
の
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
導
入
、各
人
の
状
況
に
応
じ
た
時
短
勤
務
や
時
間
単
位
の

有
休
制
度
の
導
入
等
、社
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
を
行
う
。

　
ま
た
採
用
時
に
は
、性
別
・
国
籍
等
の
要
件
は
入
れ
ず
、

能
力
に
よ
り
合
否
を
判
定
。入
社
後
も
公
正・公
平
な
人
事

　
九
州
教
具
グ
ル
ー
プ
は
、今
年
１
月「
第
12
回 

地
域
再
生
大
賞 

特
別
賞
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
企
業
賞
」を
受

賞
。毎
年
、全
国
の
地
方
新
聞
46
社
と
共
同
通
信
社

が
、地
域
に
活
力
を
与
え
、魅
力
を
高
め
る
活
動
で
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